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令和３年第５回大木町議会定例会会議録（第１号） 

１．招集年月日   令和３年９月９日（木）  午前９時３０分開議 

 

２．招集場所    大木町役場議会議場 

 

３．出席議員  １番  馬 場 高 志   ８番  菰 方 英 二 

        ２番  野 口 裕 子   ９番  德 永 伸 行 

        ３番  原 田   勝  １０番  古 賀 知 文 

        ５番  古 賀 靖 子  １１番  小 畠 裕 司 

        ６番  北 島 好 昭  １２番  中 島 宗 昭 

        ７番  益 田 隆 一  １３番  中 島 和 正 

 

４．欠席議員  なし 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 境   公 雄 税務町民副課長 山 口 龍 也 

副 町 長 益 田 富 啓 健康福祉課長 田 中 美和子 

教 育 長 北 原 孝 德 産業振興課長 広 松 栄 冶 

総 務 課 長 池 末 行 成 建設水道課長 荒 巻 尊 己 

まちづくり課長 野 田 昌 志 こども未来課長 内 藤 智 之 

ま ち づ く り 

副 課 長 
中 村 和 也 

こ ど も 未 来 

副 課 長 
的 場 哲 也 

税務町民課長 杉   康 則   

 

６．本会議に職務のため出席した者の職氏名 議会事務局長  川村 九州生 

 

７．議案の題目 

 

①会期の決定について 

②町長のあいさつ 

③令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算の認定について 

④令和２年度大木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

⑤令和２年度大木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

⑥令和２年度大木町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 
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⑦令和３年度大木町一般会計補正予算（第４号）について 

⑧令和３年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 

⑨令和３年度大木町水道事業会計補正予算（第１号）について 

⑩大木町監査委員の選任について 

⑪コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書に 

 ついて 

⑫シルバー人材センターの支援に関する意見書について 

⑬令和２年度大木町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

⑭株式会社大木町健康づくり公社経営状況報告について 

⑮一般社団法人サスティナブルおおき経営状況報告について 

⑯株式会社クリエイティブおおき経営状況報告について 

⑰一般財団法人ひしのみ国際交流センター経営状況報告について 

⑱一般質問 

⑲大木町議会運営委員会の閉会中の継続調査の申出について 

⑳大木町議会常任委員会の閉会中の継続調査の申出について 

㉑諸般の報告 

㉒会議録署名議員の指名について 

 

８．議事 

 

 

 

議長  皆様、改めましておはようございます。 

 令和３年９月、第５回大木町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し

上げます。 

 ６月定例会以降を顧みますと、本年も８月１１日からお盆の時期にかけて、

豪雨災害に見舞われました。新型コロナウイルス感染症の懸念がある中、最大

避難者５２世帯８２名の皆様が指定の避難所に避難を余儀なくされ、不安なと

きを過ごされ、自主避難者や自宅におられた皆様におかれても同様のお気持ち

ではなかったかと拝察をいたします。執行部におかれましては、被害を最小限
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に食い止めるため、幹線水路の早期落水や避難所の開設と運営、消防団と連携

した水防活動など、多岐にわたる対応に対し感謝いたします。 

 暦の上では立秋を過ぎ、日によっては秋の気配も感じるときもありますが、

依然として湿度も高く、暑い日々が続いておりますので、熱中症等にも警戒し

ていただきたいと思います。また、これからは本格的な台風のシーズンにも入

ってまいりますので、高海水温の影響で強い勢力を保ったまま九州に接近する

ことも予想されますので、町民の皆様の不安を少しでも払拭していただくため、

日々の備えを万全に整えていただきたいと存じます。 

 さて、本町では新型コロナウイルスワクチン接種も順調に進み、９月７日の

速報値では町民全体の約３９％、５，６５９名の町民の皆様に２回の接種が完

了しているとのことです。一つの安心材料となるものでありますが、未接種に

ある若年層、特に今後は児童・生徒への感染の拡大が気になるところでありま

すので、学校現場におきましては、十二分な対策をお願いいたします。 

 また一方で、しっかりとした対策を取っていたとしても、少しの油断で感染

症はどなたの身にも起こり得ることであります。町民の皆様におかれましては、

日頃より十二分な対応をいただいておりますが、過度に不安を覚えることなく、

新しい生活様式において冷静に対処され、誤った情報や臆測に左右されること

なく、感染された方やその周囲の方を傷つけるかごとき行為のなきよう、温か

く思いやりのある本町であることを強く望むものであります。 

 国においては、皆様ご承知のとおり、菅総理大臣が退陣を表明されました。

新型コロナウイルス感染症対策やオリンピックの自国での開催、また通信料の

値下げなど、政権を運営されてこられ、大変な激務をこなしてこられた首相に

対し、国民の一人として心からの敬意と感謝を表したいと思います。 

 現在、報道では、自由民主党総裁後継候補が多数名のりを上げられており、
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積極的な政策論争の展開を期待するものです。今後、１００代目の総理総裁と

してどなたが選ばれるにせよ、地方の声にも十分に耳を傾けていただき、国難

とも言うべき時代を国民一致協力して乗り越えていける国づくりを目指してい

ただきたいと思います。 

 そうした中、議員各位におかれましては、公私とも大変ご多忙のところ、全

員の出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 今定例会には、議案として第３４号から第４１号、報告が第３号から第７号

まで、多岐にわたる議案が提出されております。その中でも、令和２年度決算

を審議する重要な議会であります。議案の詳細につきましては、それぞれ担当

課長から詳しく説明がなされますが、いずれの議案も町政運営上重要なもので

あり、町政発展、住民福祉の向上につながるものであります。十分な議論を尽

くし、円滑に議事を進められるようご協力をお願いし、挨拶といたします。 

 ただいまの出席議員１２名、したがいまして、定足数に達し、定刻を過ぎま

したので、議会は成立いたします。 

 ただいまから、令和３年第５回大木町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日は安藤代表監査委員に出席をお願いいたしております。 

 日程第１、会期の決定についてを議題といたします。 

 去る９月２日、議会運営委員会が開催されましたので、委員長の報告を求め

ます。中島宗昭委員長。 

 

中島委員長  皆さん、おはようございます。 

 去る９月２日、議会運営委員会を開催し、令和３年第５回大木町議会定例会

の会期日程等について協議した結果、会期を本日から９月２４日までの１６日
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間と決定しておりますので、ご協力をお願いし、委員長報告といたします。 

 

議長  お諮りいたします。委員長の報告のとおり、会期を本日から９月２４

日までの１６日間と決定することにご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、日程第１、会期の決定について

は、本日から９月２４日までの１６日間と決定いたしました。委員長、報告あ

りがとうございました。 

 日程第２、ここで議案審議に入る前に、町長の挨拶を許します。境町長。 

 

境町長  皆様、おはようございます。 

 本日ここに令和３年第５回大木町議会定例会を招集させていただきましたと

ころ、議員の皆様方におかれましては、公私ともご多用の中ご出席を賜り、厚

くお礼を申し上げます。 

 近年、異常気象や異常気象に伴う気象災害が常態化しておりますが、今年も

九州北部において、お盆を挟んで、梅雨末期のような豪雨に見舞われ、佐賀県

や久留米市などを中心に大きな被害をもたらしました。本町におきましても、

山ノ井川がほぼ丸１日溢水し、流域周辺地域に大きな被害が出ています。被災

された皆様方には、心からお見舞いを申し上げます。 

 本町におきましては、８月１１日から１４日にかけての僅か４日間で、福岡

県の年間降水量の４割を超える７４４．５ミリの大雨が観測をされました。１

４日早朝には、本町に大雨特別警報が発令され、山ノ井川流域周辺地域を中心
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に、床上浸水１件、床下浸水８１件、倉庫浸水１０５件の合計１８７件の浸水

被害及び大豆やアスパラなどの農産物、農業施設、商工業関係の被害などが確

認をされております。 

 近年では、近隣自治体とも連携し、幹線水路などの先行排水を実施し、流域

治水に取り組んでおります。先行排水による内水氾濫の抑止効果は非常に高い

と思われますが、山ノ井川の氾濫に耐えることができず、流域では４年連続の

浸水被害が続いております。平成３０年の山ノ井川氾濫による被害を受け、福

岡県では令和元年から５年間をかけ、護岸かさ上げや橋梁の架け替え工事など、

山ノ井川浸水対策重点地域緊急事業を実施しています。服部福岡県知事や秋田

県議会議長、十中副議長が２２日には現地を視察いただき、その際、山ノ井川

の氾濫による被害が５年続くことがないよう、早期のかさ上げ工事の実現をお

願いしたところであり、今後もしっかり要望してまいります。 

 世界的に気候変動の影響による異常気象や災害が頻発し、年々深刻化してい

ます。本町は、令和元年に気候非常事態宣言を公表しており、まずは地球温暖

化のリスクを町民の皆さんと共有することが重要であり、脱炭素社会や災害に

強いまちづくりをしっかり進めていかなければならないと改めて決意をいたし

ております。現在国が進める脱炭素先行地域に選ばれることを目指して、役場

周辺や道の駅周辺の脱炭素グリッド計画を進めているところであり、併せてレ

ジリエンス強化にも取り組んでまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染症は、変異株による急速な感染拡大が止まら

ず、特に３０歳代以下の若年層への感染が顕著になっております。いまだに収

束の見通しが立たない中で、社会経済活動が大きく制限され、町民の皆さんの

事業活動や日々の暮らしに大きな影響を及ぼしております。本町におきまして

は、幸い感染拡大は最小限に抑えられており、町民の皆さんのマスク着用や３
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密を避ける行動など、日頃の感染予防対策の徹底にご理解いただいている結果

であり、町民の皆様にはご協力に感謝申し上げます。 

 高齢者などワクチン接種済みの方は感染や重症化リスクは大幅に軽減されて

おり、今後はいかにワクチン接種率を上げていくのか、そういうフェーズを迎

えております。本町は、議会のご協力により、かかりつけ医による個別接種を

行っており、安心して接種を受けることができる環境が整っており、町民の皆

さんにはできるだけ早く予防接種を受けていただけるよう呼びかけてまいりま

す。 

 今年度も上半期が終わろうとしておりますが、新型コロナウイルス感染症や

気候変動による異常気象、災害への対応、また急速な人口減少、少子高齢化社

会を迎え、様々な課題が山積をしております。いつまでも住み続けられる地域

づくりを目指し、地域の自立と発展に向けた地域自治組織の確立を支援し、地

域力を高めることが持続可能なまちづくりにとって欠かせないことだと考えて

おります。住民の皆さんと一緒に、これまで築き上げてきた循環・協働のまち

づくりをさらに進化させ、持続可能な活力あるまちづくりを目指してまいる所

存でございますので、議員各位の一層のご支援をお願い申し上げます。 

 さて、９月定例町議会に提案させていただいております議案は、認定案件と

して、令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算認定ほか特別会計２件、企業会

計１件、予算案件では、補正予算で一般会計をはじめ特別会計１件、企業会計

１件、大木町監査委員の選任についての合計８件でございます。また、報告と

して５件がございます。 

 いずれの案件も町政運営上緊要なものでございますので、慎重なるご審議の

上、議決、承認賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりましてのご挨拶と

させていただきます。 
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議長  町長の挨拶を終わります。 

 暫時休憩いたします。執行部、議員の皆様はそのままお待ちください。準備

が整い次第、全員協議会をこの場で始めさせていただきます。 

 

 

休憩     ９時４４分 

再開    １０時０６分 

 

 

議長  再開いたします。 

 日程第３、議案第３４号令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第３４号令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算の認定につい

ての提案理由を申し上げます。 

 令和２年度大木町一般会計の決算につきましては、歳入総額８６億２，３８

８万５，０００円に対し、歳出総額８１億７４０万８，０００円であり、歳入

歳出歳出差引額は５億１，６４７万７，０００円となり、また、この額から翌

年度へ繰り越すべき財源である２，９１８万１，０００円を差し引くと、実質

収支額は４億８，７２９万６，０００円の黒字となったものでございます。 

 また、決算額を前年度と比較いたしますと、歳入で２３億９，４８２万８，

０００円、３８．４％の増、歳出で２２億９，７４０万９，０００円、３９．
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５％の増となっており、特別定額給付金など、新型コロナウイルス感染症対策

関連の歳入及び歳出事業などが主な要因となっております。 

 次に、令和２年度決算における主な財政指標でありますが、財政構造の弾力

性の指標であります経常収支比率につきましては、令和元年度に比べ２．２ポ

イント改善し、８５．１％となりました。また、町債残高につきましては５０

億１，２１５万２，０００円となり、令和元年度末の現在高と比べ１億３，８

７１万８，０００円の減となっております。また、基金残高につきましては４

２億２，６２３万３，０００円と、令和元年度と比べ２億２，００６万６，０

００円の増となっております。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決賜

りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。 

 決算書４５ページ、１款議会費より２款総務費まで、順次お願いします。野

田まちづくり課長。 

 

まちづくり課長  それでは、説明につきましては、予算を所管する課長が続

けて行います。着座のまま行わせていただきますのでご承知願います。 

 令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算書、４５、４６ページをお願いいた

します。 

 １款１項１目議会費、予算現額７，０９２万５，０００円、支出済額７，０

４３万７，８５１円、不用額４８万７，１４９円となっております。主要な施

策の成果は１ページから２ページに記載しております。 
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 議会運営、議会活動に要した一般的経費及び議員、一般職員の人件費となっ

ております。なお、以下の説明において、人件費の説明については省略させて

いただきます。 

 以上です。 

 

総務課長  ２款総務費、１項総務管理費、次のページをお願いします。 

 １目一般管理費、予算現額２億７，２９６万円、支出済額２億６，８１０万

９，５１６円、不用額４８５万４８４円となっています。不用額の主なものと

して、職員及び会計年度任用職員に係る人件費の減、公用車マイクロバスに係

る維持管理費、修繕料や燃料費など需用費の減、マイクロバス運行委託料等の

減による執行残でございます。主要な施策の成果は３ページから６ページに記

載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 一般管理費の執行額は合計で６，０６４万８，９６７円です。内訳の主なも

のとして、区長報償費２，１１４万１，４００円、下から７行目の大木町シル

バー人材センターに委託している庁舎管理委託料７３１万６，０６７円。 

 次のページをお願いします。 

 上から８行目、車両購入費、日産リーフの購入費として３３７万７３１円。

行政区の組や班へ交付する地域連絡調整推進助成金９２７万４，０００円など

となっております。 

 職員人材育成事業の執行額は合計で４６万４，２００円です。職員の研修に

要する普通旅費や研修等負担金、職員採用試験負担金となっております。 

 職員健康対策事業の執行額は合計で１７９万９，３１２円です。職員や会計

年度任用職員の総合健診、特定健康診査ほか各種健診の委託料や負担金です。 
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 ５１、５２ページをお願いします。 

 ２目文書広報費、予算現額８０８万９，０００円、支出済額７９１万８，５

９８円、不用額１７万４０２円となっています。不用額の主なものとして、１

１節役務費１３万４６５円は、通信運搬費、後納郵便料等の執行残でございま

す。主要な施策の成果は６ページに記載しております。 

 主な支出は、後納郵便料などの通信運搬費３７２万７，５３５円ほか、例規

集の更新データ作成業務委託料として２２３万３，０００円などでございます。 

 以上でございます。 

 

まちづくり課長  ３目財政管理費予算現額２８７万６，０００円、支出済額

２７７万７，７８４円、不用額９万８，２１６円となっております。主要な施

策の成果は６、７ページに記載しております。 

 一般事務経費以外の主な支出として、次のページをお願いいたします。 

 備考欄、新地方公会計事業の財務書類作成支援業務委託料２６４万円です。 

 以上です。 

 

税務町民課長  ４目会計管理費、予算現額１９９万８，０００円、支出済額

１９２万５７９円、不用額５万７，４２１円となっております。主要な施策の

成果は７ページに記載しております。 

 主な支出として、右側備考欄の負担金１１０万円で、これは庁舎内に設置さ

れている指定金融機関派出所経費に対する負担金です。 

 以上です。 

 

総務課長 ５目財産管理費、予算現額４，６４６万７，０００円、支出済額４，
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１８５万５，５０２円、不用額４６１万１，４９８円となっています。不用額

の主なものとして、１４節工事請負費３５６万６，５７５円は、庁舎と施設整

備工事の執行残でございます。主要な施策の成果は８ページから９ページに記

載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 財産管理費の執行額は合計で４，０４６万８，１００円です。内訳の主なも

のとして、庁舎子育て交流センター及び西別館の光熱水費５８０万９，００６

円のほか、下から３行目の庁舎子育て交流センター及び西別館の清掃委託料と

して合計８５８万円。 

 次のページをお願いします。 

 公有物件敷地借上料３５８万８，０４３円、庁舎１階カウンター個別ブース

及び受付改修工事５７７万５，０００円、フリーアドレスデスク導入備品購入

費２６７万３，０００円などとなっております。 

 公共施設マネジメント推進事業の執行額は合計で１３８万７，４０２円です。

内訳の主なものとして、予防保全の観点から行っています学校施設改修工事１

３２万９，９００円などとなっております。 

 以上でございます。 

 

まちづくり課長  ６目企画費、予算現額４億９，１１８万４，０００円、支

出済額３億５，４１２万４，５６５円、繰越明許費７，５２０万円、不用額６，

１８５万９，４３５円となっております。繰越明許費７，５２０万円は光回線

整備事業に係る補助金となります。不用額の主なものとして、７節報償費２，

６７７万７，２６２円は、ふるさと納税返礼品料などになります。１１節役務

費２，６２０億２，６２３万５，１０８円は、ふるさと納税返礼品に係る送料
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及びサイト利用料などになります。また、１２節委託料５３１万４，３７１円

についても、ふるさと納税事業に係る事務等の委託料などになります。いずれ

も見込額を下回ったことによるものです。主要な施策の成果は９ページから１

２ページに記載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 企画事務費の執行額は合計で４６３万４，６５９円です。内訳の主なものと

して、自治総合計画策定に係る政策アドバイザーに対する謝金９７万５，００

０円及び費用弁償５６万２，７００円のほか、次のページをお願いいたします。

西鉄バス路線維持補助金として１１１万１，０００円、それぞれを支出してお

ります。 

 情報通信網整備維持管理事業の執行額は合計で２，５５８万６，８４５円で

す。内訳として、ＩＣＴケーブル等の保守業務委託料２，０８８万５４０円の

ほか、電柱などのＩＣＴ基盤施設の設置に係る使用料４７０万６，３０５円を

それぞれ支出しております。 

 広報広聴事業の執行額は合計で８３９万２，５２５円です。内訳の主なもの

として、需用費、広報おおきの印刷製本費などで１９０万１，４７８円のほか、

地域おこし協力隊を配置するための費用として２７１万２，５００円、ホーム

ページのトップページデザイン改修費を含む保守運用委託料３２６万７，００

０円などを支出しております。 

 次に、ふるさと納税事業の執行額は合計で３億１，４０６万５，７２８円で

す。内訳の主なものとして、ふるさと納税の寄附者への返礼品料１億６，８３

１万７，７３８円をはじめ、返礼品の送料として通信運搬費５，０５６万６，

４２２円、サイトの利用料６，１２７万２，２５６円、インターネット決済手

数料６１７万９３１円、ＷＡＫＫＡへの事務等の委託料２，７０７万８，３８
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１円をそれぞれ支出しております。 

 男女共同参画推進事業の執行額は合計で４５万４，８０８円です。内訳の主

なものとして、男女共同参画審議会委員報酬５万６，０００円のほか、次のペ

ージをお願いいたします。女性ホットライン相談業務の委託料として、３９万

５，２０８円などを支出しております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で９９万円です。内訳の

主なものとして、ＬＩＮＥを活用した情報発信を行うに当たり、初期導入に係

る構築費として７７万円を支出しております。 

 以上です。 

 

総務課長  ７目公平委員会費、予算現額１万８，０００円、支出済額９，０

００円、不用額９，０００円となっています。主要な施策の成果は１２ページ

に記載しております。 

 支出の内容は、公平委員会定例会１回分の委員報酬でございます。 

 ８目交通安全対策費、予算現額２３１万５，０００円、支出済額２２２万４，

３６４円、不用額９万１，６３６円となっています。主要な施策の成果は１２

ページに記載しております。 

 主な支出は、大川大木交通安全協会補助金として１４２万８，９００円ほか、

高齢者運転免許証自主返納支援助成事業として、６８名に対し５１万２，８２

０円のタクシー利用助成を行ったものでございます。 

 以上です。 

 

まちづくり課長  ９目、財政調整基金費、予算現額２億３，６０９万５，０

００円、支出済額２億３，４５９万５，０００円、不用額１５０万円となって
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おります。主要な施策の成果は１２、１３ページに記載しております。 

 主な支出につきましては、前年度余剰金及び基金運用益を基に財政調整基金

へ１億２，８００万円、大木町公共施設整備基金へ９，０００万２，０００円、

また、ふるさと納税寄附金の一部を大木町夢あふれるまちづくり基金へ１，３

２８万３，０００円をそれぞれ積立てております。 

 以上です。 

 

総務課長  １０目情報処理費、予算現額１億５，９１２万２，０００円、支

出済額４，９７７万５，０３５円、繰越明許費１億７５８万円、不用額１７６

万６，９６５円となっています。主要な施策の成果は１３ページに記載してお

ります。 

 繰越明許費の内容はネットワークインフラ再構築業務委託料であり、電算基

幹システム情報システムリプレース事業のうち、ネットワークインフラ再構築

に要する事業費予算を新型コロナウイルス感染症に係る地方創生臨時交付金の

対象事業とするため、前倒しして予算計上し、令和３年度執行するものです。 

 主な支出は、次のページをお願いします。 

 電算機器本体関連機器保守委託料として１，４４７万１，９５２円、ソフト

ウエア開発委託料１，０３６万３，１００円、電算機器及び総合行政システム

ソフトウエアなどのリース代として６４０万６，３５６円、地方公共団体情報

システム機構負担金として６２３万４，０００円などを支出しております。 

 以上です。 

 

まちづくり課長  １１目、まちづくり活性化推進事業費、予算現額２，２１

４万４，０００円、支出済額２，０２７万８，３６１円、不用額１８６万５，
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６３９円となっております。不用額の主なものとして、１０節需用費６９万１，

１２１円は、校区コミュニティセンターの光熱水費の一部が不要となったこと

などによるものです。１節報酬、景観・土地利用審議会、７節報償費は夢あふ

れるまちづくり選考委員会、それぞれの委員会について、開催しなかったため

未執行となっております。また、８節旅費については、コロナにより中止また

はウェブ会議等により未執行となっております。主要な施策の成果は１４、１

５ページに記載しております。 

 主な事業ごとに支出の説明をいたします。 

 備考欄、まちづくり活性化推進事業費の執行額は合計で２０１万４５０円で

す。主なものとして、ひしの実国際交流センター補助金２００万円です。 

 校区コミュニティー推進事業の執行額は合計で１，６７９万６，０１５円で

す。主なものとして、各コミセンの光熱水費１４１万９，１２１円のほか、次

のページをお願いいたします。上から４段目になります、大溝校区コミセン施

設の賃借料２２４万４，０００円、校区、行政区の地域づくり活動支援助成金

８２８万９，９３９円などを支出しております。 

 夢あふれるまちづくりプロジェクト推進事業の執行額は合計で１１６万８，

３４０円です。主なものとして、ふるさと納税寄附金の活用事業として、大莞

少年消防クラブに対して１１５万８，０００円を交付しております。 

 以上です。 

 

総務課長  １３目防災諸費、予算現額３，０２０万９，０００円、支出済額

２，９３８万３，８５２円、不用額８２万５，１４８円となっています。主要

な施策の成果は１５ページから１６ページに記載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 



17 

 防災体制推進事業費の執行額は合計で１０８万８，１２５円です。内訳の主

なものとして、役務費、災害対策費用保険料６５万１，８００円は、災害発生

時の職員の時間外手当や消防団員の費用弁償などを対象とする対策費用保険料

として支出しております。 

 次のページをお願いします。 

 防災設備等整備管理事業費の執行額は合計で７６９万６，５７９円です。主

な支出は、防災行政無線の操作卓、拡声装置、子局及び携帯無線機などのバッ

テリー交換工事費として５２２万５，０００円のほか、防災設備無線等の運用

管理に係る経費を支出しております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で１，８０７万９，１０

２円です。全世帯への不織布マスクの配布と幼稚園、保育園、小・中学校に通

う子供たちに対する布マスクの配布のほか、避難所の感染予防対策品として消

毒液やハンドソープ、非接触型体温計などの消耗品費１，４６６万６，０８８

円と、避難所用パーティションや段ボールベット、空気清浄機、大型扇風機な

どの避難所用関係備品購入費として３４１万３，０１４円を支出しております。 

 １４目安全・安心まちづくり推進事業費、予算現額４５８万６，０００円、

支出済額４４２万７，４６４円、不用額１５万８，５３６円となっています。

主要な施策の成果は１６ページから１７ページに記載しております。 

 主な支出の内容は、防犯設備整備管理事業において、防犯灯の電気料及び８

１か所分の修繕料１２５万７，１９０円、ＬＥＤ防犯灯３４か所分の新設工事

費１０９万５，９３０円でございます。 

 以上でございます。 

 

税務町民副課長  ２項徴税費、１目税務総務費です。予算現額６，３８５万
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９，０００円、支出済額６，３１０万１，９３４円、不用額７５万７，０６６

円となっております。 

 次のページをお願いします。 

 不用額の主なものとして、１２節委託料５１万３，３９６円は、課税関連で

の各種委託料の確定による執行残となっています。主要な施策の成果は１７ペ

ージに記載しております。 

 決算書の備考欄をご覧ください。事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 税務総務費の執行額は合計で９０４万１，７６６円を支出しています。主な

ものとしまして、上から５行目、委託料で、固定資産税評価替えに伴う家屋評

価システム改修業務委託料として５６万１，０００円、次の固定資産税に係る

地番図・家屋図修正業務委託料として２７２万８，０００円、３つ飛びまして、

令和３年度評価替えに係る土地評価見直し業務の委託料として２０９万円、使

用料で、国税連携・年金特徴システムサービス使用料として１２８万４００円

などとなっております。 

 次のページをお願いします。 

 続きまして、２目賦課徴収費です。予算現額８２１万７，０００円、支出済

額６１１万８，９４６円、不用額２０９万８，０５４円となっております。不

用額の主なものとして、２２節償還金利子及び割引料１９７万７，３３４円は、

過誤納金等払戻金及び加算金の確定による執行残です。主要な施策の成果は１

８ページに記載しております。 

 決算書の備考欄をお願いします。主な支出を説明いたします。 

 賦課徴収費の執行額は合計で６１１万８，９４６円を支出しています。主な

ものとして、役務費、通信運搬費で納税書などの郵便代として３２９万８，６

１２円、償還金、過誤納金等払戻金で２７２万１，３６０円などとなっており
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ます。 

 続きまして、３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費です。予算

現額４，６４５万５，０００円、支出済額３，８４３万９４円、繰越明許費６

４２万４，０００円、不用額１６０万９０６円となっております。繰越明許費

の６４２万４，０００円は、戸籍システムの改修委託料となっています。不用

額の主なものとして、１８節負担金補助及び交付金１３５万１，２００円はマ

イナンバー関連事務事業で、地方公共団体情報システム機構負担金の確定によ

る執行残となっております。主要な施策の成果は１９、２０ページに記載して

おります。 

 決算書の備考欄をご覧ください。事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 次のページをお願いします。 

 戸籍費の執行額は合計で６４４万４，０７９円です。主なものとして、委託

料で右側の備考欄、中ほどになりますけれども、戸籍総合システム保守委託料

で１６５万円、使用料で戸籍総合システムソフト使用料で１４５万２，０００

円、戸籍総合システム機器等リース料３１０万６８０円などとなっております。 

 続きまして、住民基本台帳費の執行額は合計で２７万５，５０１円です。主

なものとして、全国町字ファイル提供及び保守委託料として１５万４，０００

円などとなっております。 

 続きまして、マイナンバー関連事務費の事業の執行額は合計で７１４万３，

７２６円です。主なものとして、地方公共団体情報システム機構負担金で６１

０万８００円などとなっております。 

 以上でございます。 

 

総務課長  ４項選挙費、１目選挙管理委員会費、予算現額４６万２，０００
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円、支出済額４４万５，０４９円、不用額１万６，９５１円となっています。

主要な施策の成果は２０ページに記載しております。 

 主な支出の内容は、選挙管理委員４人分の委員報酬３７万６，０００円です。 

 次のページをお願いします。 

 ２目選挙啓発費、予算現額２５万円、支出済額１０万６４円、不用額１４万

９，９３６円です。不用額の主なものとして、７節報償費１３万３７円は、新

型コロナウイルス感染症の影響で選挙啓発講演会ほか研修会が開催できなかっ

たことや、小・中学生のポスターコンクールの応募数が少なかったことによる

ものです。主要な施策の成果は２０ページから２１ページに記載しております。 

 支出の内容は、選挙啓発費として、啓発物資の配布や明るい選挙推進協議会

への負担金など、合計１０万６４円を支出しております。 

 ５目県知事選挙費、予算現額７８３万８，０００円、支出済額２２６万５，

１３９円、繰越明許費５５５万３，０００円、不用額１万９，８６１円。主要

な施策の成果は２１ページに記載しております。 

 繰越明許費の内容は、選挙投票日が令和３年４月１１日であるため、翌年度

に係る経費分を繰越ししているものです。支出の内容は、職員の人件費ほか県

知事選挙費として、投票管理者等報酬のほか、選挙事務に係る消耗品費、役務

費、委託料、備品購入費等、合計１５３万３，３８６円を支出しております。 

 ５項統計調査費、１目統計調査総務費、予算現額１，００９万９，０００

円、支出済額９９８万８，０２３円、不用額１１万９７７円。支出の内容は、

職員等の人件費ほか、次のページをお願いします。福岡県統計協会負担金３，

４００円を支出しております。 

 ２目各種統計調査費、予算現額４３８万８，０００円、支出済額４２７万

５，５９４円、不用額１１万２，４０６円。主要な施策の成果は２１ページに
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記載しております。主な支出の内容は、国勢調査における統計調査員指導員８

名、調査員６７名分の報酬として３６２万３０６円ほか、消耗品費５３万９２

０円など、事務に係る経費を支出しております。 

 以上でございます。 

 

  課長  ６項監査委員費、１目監査委員費、予算現額６３万５，０００円、

支出済額６１万５，２５０円、不用額１万９，７５０円となっております。主

要な施策の成果は、２１、２２ページに記載しております。 

 主な支出につきましては、監査委員報酬５５万６，０００円です。 

 以上です。 

 

議長  それでは、ここで、１款議会費及び２款総務費について質疑を行いま

す。質疑ございませんか。ありませんか。１１番、小幡裕司議員。 

 

小畠裕司議員  ちょっと確認だけさせていただきたいんですが、７２ページ

のマイナンバー関連の事業なんですけれども、システム改修等々いろんな事業

なり予算が使われているんですが、このマイナンバーの交付実績ですね。シス

テムだけ改修して、交付が全然なかったのかどうなのか、その辺、交付がどれ

だけあったのか。概算でいいのでお答えいただければと思っておりますが、よ

ろしくお願いします。 

 

議長  答弁を許します。山口副課長。 

 

税務町民副課長  すみません。８月３１日現在で、交付率につきまして２
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８％程度となっております。交付申請率で３４％となっているところでござい

ます。 

 以上です。 

 

議長  よろしいですか。ほかに質疑ございますか。１２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  お尋ねですが、５６ページ、公有物件敷地借上料なんですけ

れども、物件数は大体どのくらいあるのか。それから、見直しはされておるの

か。また、地権者から買上げを、こちらから求めてあるのか、その辺をお知ら

せください。 

 

議長  答弁を許します。池末総務課長。 

 

総務課長  中島議員のご質問にお答えしたいと思いますが、申し訳ありませ

ん。物件数については、金額等を把握しておりますけれども、データ、ちょっ

と件数は確認をさせていただき、その後報告をさせていただきたいと思います。 

 それから、内容の見直し等につきましては、随時、できれば公有物件の敷地

については、方針としては初期にて売買を、買わせていただきたいということ

で、担当課のほうにもその旨働きかけ等は行っております。金額的な面につき

ましては、内容的には固定資産税に係る経費等というのがございますので、一

定内容については、金額的な変更等はあまり生じておりません。 

 以上でございます。 

 

議長  よろしいですか。ほかに質疑ございますか。 
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    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。再開を１０時５５分とさせていただきます。よろしく

お願いします。 

 

 

休憩    １０時４１分 

再開    １０時５５分 

 

 

議長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続いて、７７ページ、３款民生費より４款衛生費まで、順次お願いをいたし

ます。田中健康福祉課長。 

 

健康福祉課長  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、予算現

額１億１，０６４万２，０００円、支出済額１億８８５万１，０７０円、不用

額１７９万９３０円となっております。不用額の主なものは人件費不用額です。

主要な施策の成果では、２２ページから２３ページに記載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 ７８ページ、備考欄、人権同和問題啓発事業の執行額は１０４万１，４８１

円です。自衛官募集事務事業の執行額は１万円です。 

 ８０ページをお願いいたします。 
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 社会福祉総務費の執行額は９万９，６６５円です。地域福祉支援体制の充実

事業の執行額は２，６６９万７，７４８円です。内訳の主なものとして、負担

金、大木町社会福祉協議会補助金２，３３９万２，０００円です。法人運営に

係る人件費及び事務費等を、諸経費として補助しております。 

 負担金、大木町民生委員児童委員協議会助成金２３２万６，０００円を支出

しております。 

 地域福祉に関する指針の策定事業の執行額は３万６，０００円です。高齢者

福祉計画、障害者福祉計画を策定いたしました。 

 鍼灸・あんま等助成事業の執行額は７９万５００円です。はりきゅう・あん

ま助成費として、５２名、延べ７８３回分として７７万７，３００円を支出し

ております。 

 ２目国民年金事業費、予算現額９２５万９，０００円、支出済額９２４万６，

０２０円、不用額１万２，９８０円となっております。主要な施策の成果では、

２３、２４ページに記載しております。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 備考欄の国民年金事務費の執行額は３２万９，２３０円です。 

 ３目高齢者福祉費、予算現額３，３６８万９，０００円、支出済額３，２０

５万３，３４５円、不用額１６３万５，６５５円となっております。不用額の

主なものは、１８節負担金補助及び交付金６８万４，２３４円は、老人クラブ

活動執行残です。また、１９節、扶助費６８万６，６５０円は、住宅改修事業

及び高齢者福祉一般事務費における老人保護措置費の執行残によるものです。

主要な施策の成果では、２４ページから２５ページに記載しております。 

 備考欄の高齢者福祉一般事務費の執行額は全部で１，５５２万３，２９３円

です。内訳の主なものとして、敬老祝い金２３７万円です。対象者は２９４名
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で、前年度より２９名増えています。老人保護措置費１，２９３万８，０３０

円、養護老人ホーム６名分の措置費です。 

 高齢者の社会参加と生きがいづくり事業の執行額は１，０８５万３，６６６

円です。内訳の主なものとして、老人クラブの助成金１８３万４，１８２円、

シルバー人材センター運営事業費負担金として８００万円です。 

 高齢者の在宅生活支援事業の執行額は５６７万６，３８６円です。内訳の主

なものとして、介護手当１８５万円、１９名分、介護用品給付サービス事業、

紙おむつ６２名分などとなっております。 

 ５目障害者福祉費、予算現額３億６，３７５万２，０００円、支出済額３億

４，６８３万２６３円、不用額１，６９２万１，７３７円となっております。

不用額の主なものとして、８３、８４ページをお願いします。 

 １９節扶助費１，５０８万３，０１３円は、自立支援給付費等の執行残によ

るものです。主要な施策の成果では２５ページから２７ページに記載しており

ます。 

 事業ごとに主な支出を説明します。８２ページにお戻りください。 

 障害者福祉一般事務費９万４，１００円です。 

 ８４ページをお願いします。 

 障害者地域生活支援事業の執行額は１，６９２万２，７１９円です。内訳の

主なものとして、備考欄３つ目の相談支援事業委託料１，１２６万２，４６０

円、その３つ下の訪問入浴サービス事業委託料１９１万２，７００円、重度障

害者等日常生活用具等事業２１５万２，２４９円です。 

 障害者自立支援事業の執行額は３億１，５７４万３，７１８円です。内訳の

主なものとして、このページの下から２つ目の自立支援給付費３億１，３０３

万４，６８２円は、障害者や障害児の居宅及び施設利用等に対する給付費とし
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て支出しております。 

 ８６ページをお願いします。 

 障害者医療給付事業の執行額は１，４０６万９，７２６円です。２つ目の更

生医療給付費１，０３８万４７３円は、人工透析費用等、障害を除去したり軽

減するために必要な医療給付事業です。療養介護医療費２６６万３，４９９円

です。 

 以上でございます。 

 

こども未来副課長  ６目こども医療対策費、予算現額６，２９８万２，００

０円、支出済額５，８７７万３，３１４円、不用額４２０万８，６８６円とな

っております。不用額の主なものとして、１９節扶助費３７６万３，２４６円

は、こども医療費助成金の執行残です。主要な施策の成果は２７ページから２

８ページに記載しております。 

 事業の主な支出を説明いたします。 

 こども医療対策費の執行額は合計で５，８７７万３，３１４円です。内訳の

主なものとして、右側備考欄の３段目、こども医療費自己負担分に対するこど

も医療費助成金５，７０１万７５４円です。その上のレセプトの審査に係る審

査支払手数料１７３万８３７円などとなっております。 

 ７目重度障害者医療対策費、予算現額３，３８０万１，０００円、支出済額

３，０３７万１，５８８円、不用額３４２万９，４１２円となっております。

不用額の主なものとして、１９節扶助費３３８万８，７９４円は、障害者医療

費助成金の執行残です。主要な施策の成果は２８ページに記載しております。 

 事業の主な支出を説明いたします。 

 備考欄の重度障害者医療対策費の執行額は合計で３，０３７万１，５８８円



27 

です。内訳の主なものとして、障害者医療費自己負担分に対する障害者医療費

助成金２，８６２万３，２０６円などとなっております。 

 ８目、ひとり親家庭等医療対策費、予算現額１，１２５万円、支出済額１，

０２７万６，３５５円、不用額９７万３，６４５円となっております。不用額

の主なものとして、１９節扶助費９１万３，９２２円は、ひとり親家庭等医療

費助成金の執行残です。主要な施策の成果は２８ページに記載しております。 

 事業の主な支出を説明いたします。 

 ひとり親家庭等医療対策費の執行額は合計で１，０２７万６，３５５円です。

内訳の主なものとして、右側備考欄のひとり親家庭等医療費自己負担分に対す

るひとり親家庭等医療費助成金９７３万８，０７８円となっております。 

 ９目養育医療対策費、予算現額２３８万円、支出済額２３１万１，５１１円、

不用額６万８，４８９円となっております。次のページをお願いいたします。 

 不用額の主なものとして、１９節扶助費６万２，５２４円は未熟児医療養育

医療費助成金の執行残です。主要な施策の成果は２８ページに記載しておりま

す。 

 事業の主な支出を説明いたします。前のページをお願いいたします。 

 養育医療費対策費の執行額は合計で２３１万１，５１１円です。内訳の主な

ものとして、右側備考欄の未熟児養育医療費自己負担分に対する未熟児養育医

療費助成金２１７万９，４７６円となっております。 

 以上でございます。 

 

健康福祉課長  ８７、８８ページをお願いします。 

 １０目国民健康保険費、予算現額１億６９５万１，０００円、支出済額１億

１８０万１，０５３円、不用額５１４万９，９４７円となっております。不用
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額につきましては、主に出産育児一時金繰出金の予算残です。主要な施策の成

果の２９ページに、繰出金の項目の説明についても記載しております。 

 備考欄、国民年金特別会計繰出金の内訳は、保険基盤安定繰出金７，４６２

万５，８９５円、出産育児一時金繰出金１６８万円、財政安定化支援事業繰出

金６７８万円、事務費繰出金１，８７１万５，１５８円でございます。 

 １１目健康福祉センター費、予算現額８，２６５万円、支出済額８，２５６

万５，１４８円、不用額８万４，８５２円です。主要な施策の成果の２９から

３１ページに記載しております。 

 備考欄、健康福祉センター事業７，７２１万６６０円です。 

 主なものについて説明いたします。 

 指定管理料３，８６９万９，０００円は、健康づくり公社に対する健康福祉

センター指定管理委託料でございます。指定管理委託料の執行状況につきまし

ては本日お配りしておりますので、後ほどご覧ください。 

 工事請負費、健康福祉センター工事費３，４５５万９，５８０円を支出して

おります。空調設備工事を含む３件分で、主要な施策の成果に記載しておりま

す。 

 備品購入費、健康と運動機器購入費２６５万５，４００円は、スポーツくじ

助成で購入したトレッドミル２台分です。約８割の２１２万４，０００円がス

ポーツくじによる助成で、日本スポーツ振興センター助成金として歳入に計上

しております。残りの５３万１，４００円はスポーツクラブが負担し、町の負

担、費用負担はありません。 

 備考欄、新型コロナウイルス感染症対策事業５３５万４，４８８円は、健康

福祉センター施設内に新型コロナウイルス感染症感染防止対策を実施したもの

です。空気清浄機などの備品購入費やアルコール消毒の消耗品等でございます。 
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 １２目介護保険費、予算現額２億２，２６５万５，０００円、支出済額２億

２，０７５万９，１１０円、不用額１８９万５，８９０円となっております。

不用額の主なものとして、次のページをお願いします。 

 委託料９２万７，０７９円のうち、訪問型サービス、通所型サービス、生活

支援サービス、一般介護予防事業の執行残等でございます。当初見込みに対し、

新型コロナウイルス感染症などの影響により、各サービスの利用者の減少など

によるものです。主要な施策の成果では、３２ページから３４ページに記載し

ております。 

 事業ごとに主な支出を説明します。 

 前のページをお願いします。 

 備考欄、介護保険費の執行額は１億７，９６６万４，７９０円です。内訳の

主なものとして、次のページをお願いします。 

 負担金、福岡県介護保険広域連合負担金は、広域連合に対し共通経費、要介

護認定に要する経費、介護給付費に要する経費を、算定要件に基づき１億７，

６５７万９，０００円を出資しております。負担金、介護保険料軽減負担金と

して２８３万２，１４２円を支出しております。繰越しの介護保険費の執行額

は７７３万円です。負担金、グループホームの防災改修等支援事業補助金です。 

 介護予防日常生活支援総合事業の執行額は全部で１，４６５万５，８０６円

です。内訳の主なものとして、通所型サービス支援委託料６３５万１，７６０

円、生活支援、配食サービス３９７万３，８９６円で６，９８４食です。昨年

度より２９８食分増えております。 

 一般介護予防事業委託料３１８万５，１８０円は、買物支援のための元気ク

ラブ委託料や、高齢者実態把握調査等、４事業分となっております。いずれも

要支援者等を対象とした事業です。 
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 包括的支援事業の執行額は１，４５０万８，５１４円です。内訳の主なもの

として、委託料、生活支援体制整備事業委託料１，１４３万４，０００円は、

地域で高齢弱者を支えるための住民主体の生活支援サービスの体制整備を進め

ていくための支え隊の運営に伴う費用です。委託料、在宅医療介護連携事業委

託料２１１万６５３円は、医師会等と連携しながら、地域の医療・介護の関係

機関の連携体制の構築を推進していくための費用でございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業補助金４２０万円です。新型コロナウイ

ルス感染症対策のための支援金として、高齢者施設１７事業所、障害者施設４

事業所に対し支給しました。 

 １４目包括支援センター費でございます。予算現額３，２１９万６，０００

円、支出済額３，１７３万１，４４０円、不用額４６万４，５６０円となって

おります。不用額の主なものといたしましては、９１、９２ページをお願いし

ます。 

 １０節需用費で公用車修繕料の執行残１９万６，２４２円でございます。主

要な施策の成果では３４、３５ページに記載しております。 

 備考欄、地域包括支援センター運営費の執行額は９２万９，３８０円です。

１６目後期高齢者医療費、予算現額２億１，７０１万４，０００円、支出済額

２億１，７０１万２，７０７円、不用額につきましては１，２９３円となって

おります。主要な施策の成果は３５ページに記載しております。 

 備考欄、後期高齢者医療費、同額で、９３、９４ページをお願いします。 

 負担金、療養給付費負担金として、後期高齢者広域連合へ１億６，７８６万

６，４４４円を支出しております。 

 １７目特別定額給付金給付費、予算現額１４億２，３９８万２，０００円、

支出済額１４億２，３９７万４，００９円。不用額につきましては７，９９１
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円となっております。主要な施策の成果の３５ページです。備考欄、新型コロ

ナウイルス感染症対策事業１４億２，３６２万３，５９１円、特別定額給付金

支給業務として支出しております。 

 負担金、特別定額給付金として１４億１，８７０万円を支出しております。

令和２年４月２７日の基準日において住民基本台帳に記載されている世帯主に

対し、給付対象者１名につき１０万円を給付いたしました。対象者１万４，１

８７名です。 

 以上でございます。 

 

こども未来副課長  １８目妊婦応援臨時特別給付金、予算現額６５４万８，

０００円、支出済額６４０万３０円、不用額１４万７，９７０円となっており

ます。不用額の主なものとして、１８節負担金補助及び交付金１４万円は、給

付金に対する執行残です。主要な施策の成果は３６ページに記載しております。 

 事業の主な支出をご説明いたします。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で６４０万３０円です。

内訳の主なものとして、右側備考欄の妊婦等応援特別給付金６３７万円となっ

ております。なお、対象者については９１人の方に給付をしておるところでご

ざいます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ２項児童福祉費、２目児童福祉費、予算現額６億６，１３６万７，０００円、

支出済額６億３，３５５万１，６７４円、不用額２，７８１万５，３２６円と

なっております。不用額の主なものとして、１２節委託料１，１４６万８，８

１２円は、事業名称、保育所等運営費における保育所運営に係る運営委託料の

執行残です。１８節負担金補助及び交付金５９５万５，７０６円は、事業名称、
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多様な保育事業における延長保育促進事業補助金の執行残でございます。１９

節扶助費７７４万４，３８２円は、事業名称、保育所等運営費における施設型

給付費の執行残でございます。主要な施策の成果は３６ページから４３ページ

に記載しております。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 次世代育成支援行動計画推進費の執行額は合計で９万１９１円です。内訳の

主なものとして、右側備考欄の保育等施設の利用定額、子ども・子育て支援事

業計画の審議に当たっての報酬としてこども未来会議委員報酬３万７，０００

円や、書類、書籍、事務用品購入費として消耗品費４万５，００１円などとな

っております。 

 保育所等運営費の執行額は合計で５億６，１８９万６，２８１円です。内訳

の主なものとして、右側備考欄の保育園の運営費として運営委託料３億５，６

１７万４，６４０円、上から４段目、認定こども園の運営費として施設型給付

費２億１３１万６，１６８円などとなっております。 

 多様な保育事業の執行額は合計で８４６万６５０円です。内訳の主なものと

して、次のページの備考欄をお願いいたします。延長保育促進事業補助金３２

９万７，６００円、一時預かり事業補助金１７４万４，２００円、障がい児保

育事業補助金１３３万２，０００円、それぞれ保育施設に対して補助したもの

となっております。 

 保育士確保及び質の強化事業の執行額は合計で５０５万１，６４４円です。

内訳の主なものとして、コロナウイルス感染拡大防止対策として、保育施設に

補助した新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業費補助金２００万などと

なっております。 

 子育て応援事業の執行額は合計で３００万２，５４８円です。内訳の主なも
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のとして、ふるさと納税寄附金事業として、大木町に生まれた赤ちゃんに対し

て記念品を贈る赤ちゃんギフト事業２１１万４，５４８円などとなっておりま

す。 

 学童保育所運営事業の執行額は合計で５，０８０万６，０００円です。内訳

の主なものとして、指定管理している学童保育所管理運営委託料４，７８７万

５，０００円などとなっております。 

 多子世帯応援事業の執行額は合計で９万７，７５８円です。内訳の主なもの

として、多子世帯カード作成に要した費用の印刷製本費５万６００円など、事

務費となっております。 

 子育て支援拠点事業の執行額は合計で３９４万４，７２５円です。内訳の主

なものとして、子育て支援センターで実施している相談事業やセミナー等の講

師及びボランティアへの謝金として報償金１５５万９００円ほか、事業を運営

するための消耗品や通信運搬費などとなっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 児童虐待防止対策事業の執行額は合計で２０万１，８７７円です。内訳の主

なものとして、要保護児童対策地域協議会の実施においての委員報酬１万２０

０円やＳＳＷ、家庭訪問ボランティア等への謝金４万２，０００円となってお

ります。 

 次のページをお願いします。 

 ３目児童福祉施設費、予算現額１億３，４３０万４，０００円、支出済額１

億３，１７４万９，４７２円、不用額２５５万４，５２８円となっております。

不用額の主なものとして、１０節需用費３１万６８０円は、光熱水費における

執行残でございます。主要な施策の成果は４３、４４ページに記載しておりま

す。 
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 事業ごとに支出をご説明いたします。次のページ備考欄をお願いいたします。 

 児童福祉施設費の執行額は合計で１７万９，３００円です。内訳の主なもの

として、大溝保育園におけるトイレ床工事１５万７，３００円などとなってお

ります。 

 大溝保育園保育運営事業の執行額は合計で１，４４２万５，７９５円です。

内訳の主なものとして、備考欄上から５段目、給食食材の賄い材料費９６７万

８，６４２円、３段目上になります保育教材購入として保育材料費など１９５

万５，２９１円、そのほか、次のページをお願いいたします。保育事務支援シ

ステム導入や新型コロナウイルス対策用備品の購入として１７３万７，６１２

円などとなっております。 

 大溝保育園施設管理費の執行額は合計で３４９万３２５円です。内訳の主な

ものとして、備考欄の光熱水費１７３万４，４２５円、施設遊具等の修繕料１

０５万２，１６３円などの施設管理費となっております。 

 ４目児童措置費、予算現額２億６，７８５万１，０００円、支出済額２億６，

７８１万８，１６７円、不用額３万２，８３３円となっております。不用額の

主なものとして、１９節扶助費２万円は児童手当の執行残です。主要な施策の

成果は４４ページから４５ページに記載しております。 

 事業の主な支出をご説明いたします。備考欄をお願いします。 

 児童手当事業の執行額は合計で２億６，７８１万８，１６７円です。内訳の

主なものとして、児童手当２億６，７３１万５，０００円などとなっておりま

す。５目子育て世帯臨時特別給付金、予算現額２，４４１万７，０００円、支

出済額２，４２６万４，５４８円、不用額１５万２，４５２円となっておりま

す。不用額の主なものとして、１１節役務費１３万８，６１１円は、通信運搬

費などの執行残でございます。主要な施策の成果は４５ページに記載しており
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ます。 

 事業の主な支出をご説明いたします。備考覧をお願いします。 

 子育て世帯臨時特別給付金事業の執行額は合計で２，４１８万４，５２３円

です。内訳の主なものとして、次のページをお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、子育て世帯に対して児童１人に

つき１万円の支給を行いました子育て世帯臨時特別給付金２，２３５万円など

となっております。 

 以上でございます。 

 

健康福祉課長  ３項１目災害救助費、予算現額１０万３，０００円、支出済

額ゼロ円、不用額１０万３，０００円となっております。この目は、災害等が

発生した場合等における費用で、支出はありませんでした。令和３年度予算か

らは総務課予算に移行いたしました。 

 ４項衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。予算現額

６，７９３万１，０００円、支出済額６，７８１万１，９３５円、不用額につ

きましては５万９，０６５円となっております。主要な施策の成果は４５、４

６ページに記載しております。 

 １０７ページをお願いいたします。 

 備考欄、保健衛生総務費の執行額は４１５万２，８８８円です。内訳の主な

ものとして、病院群輪番制病院事業負担金として２６２万６，９１５円支出し

ております。 

 備考欄、新型コロナウイルス感染症対策事業３４５万円です。新型コロナウ

イルス感染症対策のための支援金として、１２医療機関、６歯科医院、９調剤

薬局に対し支給いたしました。 
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 ２目予防費、予算現額８，７７９万７，０００円、支出済額４，３０９万

９，８５７円、繰越明許費４，１６０万７，０００円。これは、新型コロナウ

イルスワクチン接種確保事業として国の補助事業として、令和３年９月までに

執行する分について令和２年度予算計上するように指示があり、計上したとこ

ろです。令和３年４月以降に支出するものについては、令和３年度予算に繰越

しするよう国から通知がありましたので、３月に行ったシステム改修費分を除

いた予算を繰越ししたものです。不用額につきましては３０９万１４３円とな

っております。不用額の主なものとして、１２節委託料２９８万８，１８６円

で、予防接種委託料の執行残です。主要な施策の成果、４６ページ、４７ペー

ジに記載しております。 

 備考欄、予防接種事業の執行額は同額で、内訳の主なものといたしましては

委託料、予防接種委託料３，９４３万５３４円の支出で、各種予防接種委託料

でございます。委託料、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業２９５

万３，２８０円は、この新型コロナウイルスワクチン接種に係るシステム改修

費です。 

 １０９、１１０ページをお願いいたします。 

 ３目健康増進事業、予算現額１，１８１万９，０００円、支出済額１，１１

６万４，７３３円、不用額６５万４，２６７円となっております。不用額の主

なものとして、１２節委託料５０万４，４２４円はがん検診及び結核検診業務

委託料で、検診等の見込みに対して実績が少なかったためでございます。主要

な施策の成果の４７から４９ページに記載しております。 

 備考欄の健康増進事業、同額です。内訳のもの主なものとして委託料、がん

検診業務委託料７０６万４，１５６円、結核検診委託料２０６万１，８４０円

となっております。コロナ禍で全国的に検診控えがあっており、受診者は３，
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７５２名です。前年度より１６４名受診者は減っておりますが、平成３０年度

に比較すると２０８名増となっております。 

 以上でございます。 

 

こども未来副課長  ４目母子保健事業、予算現額２，２６３万８，０００円、

支出済額１，５８９万５，２５０円、不用額６７４万２，７５０円となってお

ります。不用額の主なものとして、１２節委託料４１９万６，０４４円は妊婦

健診委託料の執行残、また、１８節負担金補助及び交付金１６６万２，３２０

円は、産婦健康診査助成金や特定不妊治療費助成金の執行残などとなっており

ます。主要な施策の成果は４９ページから５０ページに記載しております。 

 事業の主な支出をご説明いたします。備考欄をお願いいたします。 

 母子保健事業の執行額は合計で１，５８９万５，２５０円です。内訳の主な

ものとしまして、乳幼児健診時のスタッフへの謝金として２００万６，５００

円、妊婦健康診査委託料９２１万６，１５２円などのほか、新型コロナウイル

ス感染症の影響を受け、外出に不安を感じる相談者に対しオンラインによる対

応や感染症対策用備品などの購入費として５７万２，４７０円、また、特定不

妊治療の一部助成などの助成金７０万８，０９０円などでございます。 

 以上でございます。 

 

健康福祉課長  ５目介護予防日常生活総合事業、予算現額３４２万４，００

０円、支出済額３２５万１，０２３円、不用額１７万２，９７７円となってお

ります。不用額の主なものとして、次のページをお願いします。１２節委託料

１０万２，５６５円は、新型コロナ感染防止措置として、大喜楽サロンや出前

講座等事業の実施回数減少に伴う執行残です。主要な施策の成果の５０ページ
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に記載しております。 

 １１０ページをお願いします。 

 備考欄、介護予防日常生活総合事業、同額です。 

 １１１ページ、１１２ページをお願いします。 

 内訳の主なものといたしましては、大喜楽サロン委託料として２５０万２，

６２５円です。参加者は、緊急事態宣言中の事業中止や利用者の自粛等により

延べ６４８人の利用で、前年度１，２９４名減です。初めて前年度利用を下回

りました。 

 ６目やすらぎ苑管理費、予算現額１，７８３万３，０００円、支出済額１，

６８１万７，８８３円、不用額１０１万５，１１７円となっております。不用

額の主なものとして、１１節事業費９３万６，２９５円は修繕料５０万円で、

施設修繕費の執行残です。主要な施策の成果は５０ページに記載しております。 

 備考欄、やすらぎ苑管理費、同額です。内訳の主なものとして、需用費、修

繕料１４３万円は、火葬炉内台車耐火物修繕です。委託料、火葬業務委託料３

３０万円は火葬業務の委託料です。工事請負費、火葬炉設備工事８６９万円は、

１号炉の火葬炉の耐火材全面積替工事でございます。 

 以上でございます。 

 

まちづくり副課長  ７目環境衛生費、予算現額２４１万７，０００円、支出

済額１７３万４，３１６円、不用額６８万２，６８４円となっております。不

用額の主なものといたしまして、７節報償費６，０００円は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により環境保全対策協議会の開催を見送ったことに伴い未執

行となったものです。１２節委託料４２万６，２６１円は、発生予算として計

上しておりました公害測定委託料が不用となったことなどによるものです。主
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要な施策の成果は５０ページから５４ページに記載をしております。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 環境保全対策事業の執行額は合計で１７３万４，３１６円です。内訳の主な

ものとして、４行目のクリークや河川及び井戸水の水質検査委託料８８万円、

次の野焼き防止とポイ捨て対策として実施しております環境保全パトロール業

務委託料２８万６，７３９円、次のページをお願いします。猫が無計画に繁殖

することを未然に防ぐための措置に対する助成金として１９万７，０００円を

支出しております。 

 次に、８目地球温暖化対策事業費、予算現額１８１万７，０００円、支出済

額１５６万９，０５０円、不用額２４万７，９５０円となっております。１０

節需用費につきましては地球温暖化対策、町民の皆さん向け講習会につきまし

て、感染症の影響により開催を見送ったことに伴いまして、講習会用事務用品

等が不用になったことにより未執行となったものでございます。主要な施策の

成果は５４ページに記載をしております。 

 地球温暖化対策事業の執行額は合計で１５６万９，０５０円です。内訳の主

なものといたしまして、最終行の地球温暖化防止対策支援補助金１５２万７，

０００円。これは太陽光発電設備９件、定置用蓄電システム設備１３件に対し

て補助金を交付いたしております。 

 

建設水道課長  ９目合併処理浄化槽推進事業費、予算現額４，５１０万７，

０００円、支出済額４，２６６万８，４００円、不用額２４３万８，６００円

となっております。主要な施策の成果では、５４ページから５５ページに記載

しております。不用額の主なものとして、１８節負担金補助及び交付金２４３

万８，６００円は、実績が見込みを下回ったことによる執行残です。 
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 浄化槽設置推進事業費の執行額は合計で４，２６６万８，４００円です。内

訳の主なものとして、備考欄、大木町合併処理浄化槽維持管理協会への助成金

１，７４８万１，４００円、合併処理浄化槽設置に対する補助金２，５１６万

１，０００円などとなっております。 

 以上でございます。 

 

まちづくり副課長  次に、１０目気候非常事態宣言推進事業費、予算現額１，

０１５万円、支出済額８０６万７，３８７円、不用額２０８万２，６１３円と

なっております。不用額の主なものといたしまして、１２節委託料２０３万５，

８３３円は、温室効果ガス排出実質ゼロロードマップ策定業務委託料において、

委託内容の一部変更に伴う減額分でございます。主要な施策の成果は５５ペー

ジから５６ページに記載しております。 

 気候非常事態宣言推進事業の執行額は合計で８０６万７，３８７円です。内

訳の主なものといたしまして、国の補助事業を活用しました温室効果ガス排出

量実質ゼロロードマップ策定業務委託料７９６万４，１６７円を支出しており

ます。 

 続きまして、２項清掃費、１目塵芥処理費、予算現額１億１，０７８万５，

０００円、支出済額１億１，０２４万６，６５５円、不用額５３万８，３４５

円となっております。 

 １１節役務費につきましては、発生予算として計上しておりました不法投棄

家電リサイクル手数料が不用となったことに伴い未執行となったものでござい

ます。主要な施策の成果は５６ページに記載しております。 

 塵芥処理費の執行額は合計で１億１，０２４万６，６５５円です。内訳の主

なものとして、指定ごみ袋の印刷製本費２０７万６，２５０円、塵芥収集処理
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業務委託料８，０８２万８，３３０円。この委託料のうち、大川市への塵芥焼

却処理委託料が４，４９７万１，０００円となっております。 

 次のページをお願いします。 

 八女西部広域事務組合に対する負担金として２，６４４万９，０００円を支

出しております。 

 次に、２目もったいない宣言推進事業費、予算現額１億１，５４３万４，０

００円、支出済額１億１，４５９万６，２０５円、不用額８３万７，７９５円

となっております。主要な施策の成果では、５６ページから６５ページに記載

をしております。 

 もったいない宣言推進事業の執行額は合計で１，９８３万３，４８２円です。

内訳の主なものとして、ＰＴＡ等の団体や地域で古紙、古布等を収集された場

合に支給するリサイクル事業報償金として１１１万９，１５０円、中段のプラ

スチックや紙おむつ、草木類などの資源ごみ収集処理業務委託料１，５３９万

９，６８６円、下から３行目の各地域にごみゼロ推進員を配置し、地区住民に

よるごみ減量化等の取組に対して交付しておりますごみ減量化対策交付金２０

０万８，０００円を支出いたしております。 

 環境プラザ、バイオマスセンター運営事業の執行額は、合計で８，９７６万

５，０１３円です。内訳の主なものとして、３行目のバイオマスセンター指定

管理料７，５７４万２，０００円、次の環境プラザ指定管理料１，３６３万８，

０００円を支出しております。なお、おおき循環センターと環境プラザの決算

内訳につきましては別紙でお配りしておりますので、ご参照をお願いいたしま

す。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は４９９万７，７１０円です。

生ごみ収集車両の購入費でございます。 
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 以上です。 

 

まちづくり副課長  １１７ページ、１１８ページをお願いいたします。 

 ３項上水道費、１目上水道施設費、予算現額５，０２４万９，０００円、支

出済額５，０２４万９，０００円、不用額ゼロとなっております。主要な施策

の成果は６５ページに記載しております。 

 主な支出につきましては、県南広域水道企業団が実施する第２期拡張事業へ

の出資金１，２９０万円のほか、水資源開発繰出金、大山ダム分５６０万５，

０００円、同小石原ダム分３２４万４，０００円、町水道事業が実施する配水

管路耐震化事業に対し出資するものとして２，８５０万円を支出しております。 

 以上です。 

 

議長  ここで、３款民生費より４款衛生費まで説明を終わりました。 

 これについて質疑を行います。質疑ありませんか。１２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  質問じゃないです。お知らせでございます。 

 猫不妊・去勢措置助成事業、昨年も傾向であると言われております。地域の

中でも捨て猫がたくさんいて困っているということで相談も受けていることも

あります。町のほう、行政のほうは知ってあると思いますが、今、その措置を

財団法人の動物基金協会、神戸にありますが、そこが行っていることを知って

られますか。無料で。知ってあると。 

 

議長  答弁を許します。中村まちづくり課副課長。 
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まちづくり副課長  中島宗昭議員のご質問にお答えいたします。 

 知っておるかと言われましたところ、はっきりとはこちらのほうは情報はま

だ収集しておりませんので、これから情報収集したいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

 

議長  １２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  これからでは遅いので。全国のボランティアの方たちは基金

を集めてやられていて、全国回って、今年度は北海道、今年度は福岡県という

形で行われていて、令和３年度は福岡県が当番なんです。獣医師会。何頭でも

いいんです。個人で持っていく分は補助を出していたけれども、もう目いっぱ

いで、行政のほうからきちんと申請して行政チケットを頂いてするという。全

部無料なんです。 

 それで今日は、那珂川市が行って８０頭ぐらい持っていっています。昨日も

あっています。あしたもあると。それを福岡県の中でどこでやっているかとい

うと、筑後市なんですよ。筑後市の野町のアポロの横に池田建設という会社が

あります。そこの倉庫で行われておるので、実際行ってみて、訪ねてみたらい

いと思います。ずっと八女市とかあちこちから、毎日のように物すごい頭数を。

そして、捕獲機はありますか。捕獲機はちゃんと用意して、捕まえて持ってい

って、そして術が終わったらまたそこに戻してやると。そういったことではも

うワンヘルスですね。やっぱり動物たちの命も大切にするということでしてあ

りますので、お知らせでございます。 
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議長  それでは参考にして取組をお願いいたします。 

 ほかに質疑ございますか。５番、古賀靖子議員。 

 

古賀靖子議員  事業内容をちょっと教えていただきたいんですけれども、８

２ページの真ん中の福祉課、福祉係の老人保護措置費１，２９３万８，０００

円、３０年の、この事業内容を教えていただきたいんですけど。 

 

議長  答弁を許します。田中健康福祉課長。 

 

健康福祉課長  古賀議員のご質問にお答えします。 

 老人保護措置費というのが養護老人ホームの措置費ということになります。

何らかこう支援が必要な、一般の介護施設とかではできないような方になりま

す。その措置費になります。 

 以上でございます。 

 

議長  分かりましたか。主要な施策の成果についても記載をしてあったね。

何ページだったっけ。どうぞ。 

 

健康福祉課長  主要な施策の２４ページに記載が、老人保護措置事業という

ことですね。６５歳以上の方で生命や身体に関わる危険性が高く、放置をして

おくと重大な結果を招くことが予測された場合等において、心身の状況、その

置かれている環境、居宅における介護等を総合的に勘案し、養護が必要な高齢

者を適切に措置したということになります。 

 以上でございます。 
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議長  よろしいですか。ほかに質疑ございますか。誰か今、手を挙げていら

っしゃったか。２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  １１０ページの母子保健事業の委託料が、不用額が４１９万

６，０４４円ということで、これは健診の執行残ということでしたけれども、

ということは、妊婦さんが健診に行かれる回数が減ったということですか。ち

ょっと状況、説明をお願いいたします。 

 

議長  答弁を許します。的場こども未来課副課長。 

 

こども未来副課長  野口裕子議員のご質問にお答えいたします。 

 今回執行残が多めに出た分につきましては、コロナ感染症の影響を受けて、

なるべく外出が少なく、やっぱり用心された方が多く見込まれたところで、そ

ういった部分の要因も考えられると思います。 

 しかしながら、昨年度と比較してみましたところ大幅に減っては、数字的に

は変わらなかったことをご報告いたします。数字的にはそんなに大きくは変わ

っておりません。 

 以上です。 

 

議長  ２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  ということは、予算にちょっと多く、見積もり過ぎていたと

いうことになるということですかね。 
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議長  答弁を許します。的場こども未来課副課長。 

 

こども未来副課長  お見込みのとおりでございます。また、何かするときは

予算のほうも確認して、整理したいと思います。 

 

議長  正直な答弁ありがとうございます。ほかに質疑ありますか。よろしい

ですか。 

 

    質疑なし 

 

議長  これをもって質疑を終結いたしますが、２款の総務費のときの中島宗

昭議員でしたか、５６ページの公有物件の借上料の件につきまして答弁ができ

ているということでございますので、まず、池末総務課長の答弁を許します。 

 

総務課長  中島議員のご質問をされました公有物件敷地借上料の件数と内容

についてお答えしたいと思います。 

 現在、２１名、３７筆の土地を借地をしております。主に大莞小学校用地と

か消防格納庫用地、それからテニスコート用地、大溝保育園の東側の用地、健

康福祉センター棟の用地、それから町道の一部、自歩道とか町道にかかる部分

の用地、それから総合体育館北側駐車場用地というような内容で借地しており

ます。 

 それから、一部、今年度において、テニスコートにつきましては購入を今年

度行うということになっております。 
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 以上でございます。 

 

議長  答弁ありましたけれども、よろしいですか。１２番、中島宗昭議員。 

 

中島宗昭議員  ありがとうございました。できるだけ町有地として購入促進

していただくようにお願いします。 

 

議長  次に、決算書７２ページのマイナンバーカードの交付状況について、

小畠裕司議員より質問があっておりましたので、税務町民課副課長の山口副課

長、答弁よろしくお願いいたします。 

 

税務町民副課長  先ほど小畠議員の質問で、まず、着座にて答弁しておりま

したのでおわび申し上げます。それと正確な数字ということで報告させていた

だきます。 

 ８月３１日現在で、交付率で２８．５８％、申請率で３４．６４％となって

います。 

 以上でございます。 

 

議長  小畠裕司議員、よろしいですか。 

 それでは、暫時休憩をいたします。再開を１３時からとさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

 

休憩    １１時５５分 
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再開    １３時００分 

 

 

議長  それでは、再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 続いて、１１７ページ、６款農林水産業費より９款消防費まで順次説明をお

願いします。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  ６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、予算現

額４９１万７，０００円、支出済額４８７万６，４１２円、不用額は４万５８

８円となっております。この科目は農業委員会の運営事務に要する経費で、農

地法に基づく権利移動や、農地利用の最適化の推進に取り組んでいるものでご

ざいます。主要な施策の成果は６６から６７の１に記載しております。 

 備考欄、農業委員会の主な支出は、農業委員の報酬といたしまして４３７万

１６５円などの支出となっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 ３目農業振興費、予算現額は１億１，５２３万５，０００円、支出済額１億

６１８万７，５５０円、不用額９０４万７，４５０円となっております。不用

額の主なものといたしまして、１８節負担金補助及び交付金８８２万３，８９

５円、そのうち農業担い手支援事業における農業次世代人材投資資金７６５万

１，５８７円、その執行残と、あとは補助事業に係る入札残などによるもので

ございます。 

 なお、農業次世代人材投資金の執行残につきましては、就農初期段階の経営

の安定化を図るために支援をするものでございますが、前年度の取得による変

動交付金が確定することや、年２回状況報告等を行う義務がございますけれど
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も、そういったものを勘案しまして保留したものなどがあることが要因となっ

てございます。主要な施策の成果は６８ページから７１ページに記載しており

ます。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 １２０ページ、土地利用型農業振興事業の執行額は合計で６，６８２万２，

９８９円です。内訳の主なものとして、備考欄の委託料の２つ目の有害鳥獣駆

除対策事業委託料３５万５，５３２円、負担金の記載の２つ目の水田農業推進

協議会補助金４２６万７，０００円、これにつきましては水田のフル活用経営

所得安定対策等の推進の事務費でございます。 

 次に、スマート農業推進強化事業費補助金９３２万５，０００円、被災農業

者支援型事業費補助金１２６万５，０００円、多面的機能支払交付金４，５９

４万５，７６０円、水田農業転作作物振興支援事業補助金４９万９，４００円、

水田農業担い手機械導入事業補助金８７万７，０００円、１２２ページの水田

農業担い手機械導入支援事業２５５万円などとなってございます。 

 次に、農業担い手支援事業の執行額でございますが、合計で３，９３６万４，

５６１円となっております。内訳の主なものといたしまして、負担金、新規就

農者移住定住促進事業補助金―これは町単独事業でございます―１３０万

円、農業次世代人材投資資金、これは国庫事業でございまして、対象者は３３

人、夫婦型で１４組となっておりますが、その交付金３，７２２万６，４１３

円、それと施設園芸労働環境改善支援事業５０万円などとなっております。 

 ４目畜産費、この科目は、家畜の法定伝染病等の発生時及び発生予防の予算

として計上しておるものでございます。予算現額３９万３，０００円、支出済

額２８万７，０００円、不用額１０万６，０００円となっております。 

 畜産に対する事業の執行額２８万７，０００円の主な支出は、大木町畜産振
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興総合対策事業補助金２１万７，０００円などでございます。主要な施策の成

果は７１ページに記載しております。 

 以上でございます。 

 

建設水道課長  ５目農地費、予算現額４２２万円、支出済額４１５万２，９

３０円、不用額６万７，０７０円となっております。主要な施策の成果は７１

ページに記載しております。 

 農地費の執行額は合計で４１５万２，９３０円です。内訳の主なものとして、

備考欄、県補助であります農道舗装工事費２５１万９，０００円、筑後川土地

改良区ほか関係団体への負担金１３６万２，２２６円などとなっております。 

 ６目地籍調査費、予算現額７９７万２，０００円、支出済額７９１万８，１

３８円、不用額５万３，８６２円となっております。 

 １２３ページ、１２４ページをお願いします。 

 内訳の主なものとして、備考欄、官民境界測量、建築等に伴う道路後退等の

測量及び地籍図修正図等の委託料として７６２万２，５７１円などとなってお

ります。 

 ７目土地改良費、予算現額９，６２５万９、０００円、支出済額９，６１２

万４，３７７円、不用額１３万４，６２３円となっております。主要な施策の

成果は７２ページに記載しております。内訳の主なものとして、備考欄、大木

町土地改良事業元利償還金の補助金７，３１６万５，８６４円、大木町土地改

良区への事務費補助金３１８万６，０００円、筑後川下流域の土地改良施設に

対し、適正な維持管理を行うための基幹水利施設管理事業費負担金１，１８５

万５，８３７円などとなっております。 

 以上でございます。 
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産業振興課長  ８目農業振興地域整備費、予算現額は４３６万１，０００円、

支出済額４２９万３，９２０円、不用額は６万７，０８０円となっております。

備考欄、農業振興地域整備事業４２９万３，９２０円の執行額は農業振興地域

整備促進協議会の運営事務及び農業振興地域整備計画の策定に係る委託料４１

７万３，０００円などでございます。主要な施策の成果は７３ページに記載し

ております。 

 以上でございます。 

 

建設水道課長  ９目クリーク管理保全対策費、予算現額６，９８７万９，０

００円、支出済額６，１１８万５５９円、不用額８６９万８，４４１円となっ

ております。不用額の主なものとして、１２節委託料１１９万４，０９７円、

１５節原材料費１０９万５，０５０円は実績が見込みを下回ったこと、１４節

工事請負費５９４万４，０００円は契約額が見込みを下回ったことによる執行

残です。主要な施策の成果は７３ページから７４ページに記載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 クリーク管理保全対策費の執行額は合計で４，５０２万６，５５９円です。 

 次のページ、１２５、１２６ページをお願いします。 

 内訳の主なものとして、備考欄にあります建物等地盤変動の調査業務委託料

１６７万８，６００円、農業水利施設危機管理対策事業費の国営幹線水路転落

防止柵設置及び緊自債を活用しました大莞小学校南側護岸改修工事１，２４８

万５，０００円、地域活動に対しまして支給しております水路の補修材料費等

５７７万４，９５０円、花宗太田土木組合への負担金２，０５０万４，０００

円などとなっております。 
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 前年度からの繰越事業であるクリーク管理保全対策費の執行額は合計で６０

万円です。内訳は、工事費で同額となっており、年度内に前払い金の請求があ

ったことと、契約が見込みを下回ったことによる執行残として、不用額１３８

万３，０００が生じています。 

 治水対策事業の執行額は合計で１，５５５万４，０００円です。内訳としま

しては、緊自債を活用しました山ノ井川の浸水対策であります八竜脇樋門改修

工事及び河川からの逆流を防止するフラップゲートの設置工事で同額となって

おります。 

 １０目農地整備費、予算現額６４２万円、支出済額６３８万９，０００円、

不用額３万１，０００円となっております。主要な施策の成果は７５ページに

記載しております。内訳の主なものとしまして、備考欄、県営農村整備総合事

業の実施に向けた計画策定負担金６３６万９，０００円などとなっております。 

 以上でございます。 

 

産業振興課長  １３目施設園芸型農業振興事業費、予算現額１億４，０８６

万５，０００円、支出済額１億１，２４４万９，７００円、繰越明許費１，４

４０万５，０００円、不用額１，４０１万３００円となっております。繰越明

許費１，４４０万５，０００円は、農業機械施設災害復旧支援事業及び災害回

避対策支援事業の補助金分でございます。不用額の主なものといたしまして、

１８節負担金補助及び交付金１，３９４万１，０００円。内訳として農業機械

施設災害復旧支援事業費補助金１，０８３万円のほか、補助事業の入札残など

によるものです。主要な施策の成果は７５ページから７７ページにかけて記載

しております。 

 １２６ページの備考欄、施設園芸型農業振興事業の執行額は１億２０６万８，
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７００円、イチゴ栽培施設など施設園芸型栽培の生産振興に係る予算を執行し

ています。 

 次のページをお願いいたします。 

 支出の主なものといたしまして、負担金、特産農産物産地確立対策事業補助

金１９６万６，０００円、農業機械施設災害復旧支援事業費補助金６８２万９，

０００円、活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金６，０００万円のほか、

昨年発災いたしました大雨台風被害等に対する支援事業として、町の単独事業

として実施いたしました災害回避対策支援事業費補助金４４１万６，０００円、

県単事業で実施されました被災園芸産地改植等支援事業費補助金１１６万３，

００円、園芸産地労働力代替緊急支援事業費補助金６４６万円、国庫事業でご

ざいます大木町産地パワーアップ事業費補助金２，１１８万６，０００円―

これにつきましてはイチゴ集荷場のイチゴ包装台の導入でございます―など

の予算執行を行っております。主要な施策の成果は７５ページから７７ページ

にかけて、各補助事業の内容を記載しているところでございます。 

 次に、（繰越し）施設園芸型農業振興事業１，０３８万１，０００円は、主

要な施策の成果７６ページから７７ページにかけて、４）、５）に記載してお

ります。また、繰越事業分の不用額１，０７５万４，０００円は、事業主体、

これはネギの生産農家でございますが、災害を受けられたときの採択時の事業

計画を大幅に変更したいということの申出がありまして、それに伴う不用額と

なってございます。 

 次に、１４目おしゃれなまちづくり事業、予算現額２，３８２万円、支出済

額２，１６６万４，８２３円、不用額２１５万５，１７７円となっております。

不用額の主なものといたしまして、需用費２０万４５１円は、ファミリー農園

等に係る消耗品費や修繕費などの執行残、１８節負担金補助及び交付金１９０
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万６，４４０円は、地産地消推進補助金１１４万２，４５０円、大木町農産物

加工促進補助金７６万３，９９０円などの執行残でございます。主要な施策の

成果につきましては７７ページから７８ページにかけて記載しております。 

 おしゃれなまちづくり事業は、資源循環型農業や地域農産物の地産地消等を

推進するための費目です。内訳の主なものといたしましては、道の駅おおき及

び地域創業・交流センター指定管理料１，６９８万円、農産物加工販売施設管

理料４９万３，０００円などとなっております。 

 なお、道の駅おおき及び地域創業・交流センター指定管理料並びに農産物加

工販売施設管理料につきましては、お手元にＡ４判の横書きの明細書を配付し

ておりますので、後ほどご覧ください。 

 続きまして、使用料でございます。道の駅周辺整備事業用地借上料１５６万

１，９７９円。１３０ページをお願いいたします。地産地消推進補助金１８７

万５５０円は、資源循環型農産物「環のめぐみ」、「わのかおり」の地域内消

費の喚起と多子世帯応援事業として執行したものですが、次の７款においても

コロナ感染拡大防止対策事業の一つとして、町内消費拡大を図る目的で助成率

を高めて事業を実施したことから、さきに不用額の説明で述べました本目の地

産地消推進補助金１１４万２，４５０円の不用額が発生したものでございます。

これにつきましては、主要な施策の成果７８ページの３）のところに記載をし

ているところでございます。 

 次に、７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、予算現額２万５，０００

円、支出済額５，２９０円、職員旅費の執行額でございます。 

 ２目商工振興費、予算現額２億３，５３５万７，０００円、支出済額１億７，

４５７万９，１６０円、繰越明許費４，２００万円、不用額１，８７７万７，

８４０円となっております。明許繰越費の４，２００万円の内訳は、新型コロ
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ナウイルス感染症対策として、中小事業者等の支援事業費及び地域振興のため

の商品券発行に係ります助成金の地域振興事業費としての予算でございます。 

 不用額の主なものは、まず、７節の報償費５万円の予算に対しまして執行が

ございません。これについてはイベントの参加景品としての予算組みをしてお

りましたが、コロナ禍の中イベント等がなかったので支出がなかったというこ

とです。それと、１３節の使用料及び賃借料の１万円も未執行となっておりま

すけれども、これについてもイベントで車で行ったときの駐車場の使用料等を

積算しておりました。これについてもコロナ禍の中でイベント等も中止になっ

ておりますので未執行ということでございます。１８節負担金補助及び交付金

１，８２５万２，０５０円で、信用保証料補給補助金の執行残４８８万８，１

０４円、新型コロナウイルス感染症対策事業補助金の残６５５万１，３４８円、

繰越事業のプレミアム商品券に係ります負担金の残６３４万３，５００円など

でございます。主要な施策の成果は７９ページから８１ページにかけて記載し

ております。 

 備考欄の商工振興事業１億２，８６５万９，２９８円は、商工観光の振興を

図るための予算として執行しています。内訳の主なものといたしましては、委

託料の観光振興魅力向上事業委託料１００万円、負担金、町商工会助成金７５

０万円、住宅改修補助金２３９万２，０００円、地域振興事業補助金７４７万

４，７９３円、利子補給補助金―これにつきましては中小事業者に対する預

託金の利子補給の分でございます―３４２万７，８４９円、それと信用保証

料の補給補助ということで、これはコロナ対策で行っているものでございます

が、５８３万８９６円、それと貸付金で、中小事業融資預託金といたしまして

１億円などでございます。繰越しの商工振興費の３１１万９，２１０円は、令

和元年度に国庫事業として実施されました福祉のプレミアム付商品券交付事業



56 

の換金業務が残っていることから、繰越予算として計上しておりました。 

 次に、新型コロナ感染症対策事業４，２８０万６５２円の支出の主なものは、

中小事業者緊急支援補助金３，０４５万円、１３０ページ記載の飲食店等の支

援事業、テイクアウト・デリバリー事業補助金６９２万２，９７７円、農産物

地産地消促進事業５４２万７，６７５円となっております。 

 ３目消費者行政費、予算現額３５万５，０００円、支出済額３２万１，９２

８円、不用額３万３，０７２円となっております。主要な施策の成果は８１ペ

ージに記載しております。 

 消費者労働行政推進事業は、悪質な商取引や詐欺等からの消費者保護に係る

事務経費として計上しているものでございまして、内訳の主なものといたしま

しては、負担金、久留米広域消費生活センター負担金２８万９，０００円など

でございます。 

 ４目地方創生費、予算現額２，７５３万２，０００円、支出済額２，４９２

万４，１９５円、不用額２６０万７，８０５円となっております。不用額の主

なものといたしまして、１０節需用費５１万１，１９２円については、地域ポ

イント事業に係る印刷製本費が不用となったもの、それと１８節負担金補助及

び交付金１８０万７，０００円は地域ポイント事業に係る負担金の執行残でご

ざいます。主要な施策の成果は８１ページから８３ページにかけて記載してお

ります。 

 備考欄、地方創生費の執行額は合計で２，４９２万４，１９５円となってお

ります。内訳の主なものといたしまして、委託料、大木町地域創業交流センタ

ー推進業務委託料２，２２１万２，０００円、大木町地域ポイントシステム運

営に係る保守管理料１１８万１，３８７円、負担金、大木町地域ポイント管理

運営協議会負担金１５１万３，０００円などとなっております。 
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 以上でございます。 

 

建設水道課長  ８款土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、予算現

額７，５１８万２，０００円、支出済額７，４４５万１，７５０円、不用額７

３万２５０円となっております。 

 １３３、１３４ページをお願いします。 

 道路橋梁総務費の執行額は合計で２８万７，７３０円です。内訳の主なもの

として、備考欄、柳川土木協会ほか関係団体への負担金２４万９，０００円な

どとなっております。 

 ２目道路維持費、予算現額５，５２９万７，０００円、支出済額４，７６２

万５，８０７円、不用額７６７万１，１９３円となっております。不用額の主

なものとして、１４節工事請負費６４４万９００円は、契約額が見込みを下回

ったことによる執行残です。主要な施策の成果は８３ページから８４ページに

記載しております。 

 事業ごとの主な支出を説明いたします。 

 道路維持費の執行額は合計で４，４９２万６，５０７円です。内訳の主なも

のとして、備考欄、直営業務に伴う道路施設維持管理委託料１１０万９，８６

９円、道路台帳の補正業務委託料３９４万９，０００円、公適債を活用してい

る道路舗装補修工事及び緊自債を活用しております浸水対策の道路かさ上げ工

事３，５０１万８００円、道路修繕の原材料費３１８万１，２２０円などとな

っております。 

 前年度からの繰越事業である道路維持費の執行額は合計で２６９万９，３０

０円です。内訳は、工事費で同額となっており、年度内に前払い金の請求があ

ったことと、契約額が見込みを下回ったことによる執行残として不用額１４５
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万５，７００円が生じています。 

 ３目道路新設改良費、予算現額９，９５１万６，０００円、支出済額７，１

１８万５，３２４円、不用額７７９万６７６円となっております。不用額の主

なものとして、１４節工事請負費６０９万１，３００円は、契約額が見込みを

下回ったこと、１６節公有財産購入費１２３万６，８１８円は、実績が見込み

を下回ったことによる執行残です。主要な施策の成果は８４ページから８５ペ

ージに記載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 道路新設改良費の執行額は合計で５１７万６，２４３円です。 

 １３５、１３６ページをお願いします。 

 内訳の主なものとして、備考欄、防護柵・道路反射鏡等の交通安全施設工事

費３９１万９，３００円などとなっております。 

 前年度からの繰越事業である道路新設改良費の執行額は合計で６９４万２，

１００円です。内訳は、工事費で同額となっており、契約額が見込みを下回っ

たことによる執行残として不用額１５５万７，９００円が生じています。 

 自転車歩行者道整備事業の執行額は合計で３，７８９万８，８２４円です。

内訳としまして、国の交付金を活用しております町道八町牟田１０号線自転車

歩行者道整備事業の補償算定業務委託料として１１７万８，１００円、工事請

負費１，５４５万６，１００円、用地購入費２９７万４，２５０円、建物等の

移転補償費１，８２９万３７４円などとなっております。 

 前年度からの繰越事業である自転車歩行者道整備事業の執行額は合計で７５

０万７，０００円です。内訳は、工事費で同額となっており、契約額が見込み

を下回ったことによる執行残として不用額３１３万３，０００円が生じていま

す。 
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 狭隘道路整備等促進事業の執行額は合計で５３９万６，８５７円です。内訳

の主なものとして、４メートル未満の道路について、国の交付金を活用してお

ります狭隘道路整備等促進事業の工事費４４５万３，９００円などとなってお

ります。 

 未就学児等交通安全対策事業の執行額は合計で２２４万７，３００円です。

内訳は、国の交付金を活用しております未就学児等交通安全対策事業の工事費

で同額となっております。 

 前年度からの繰越事業であります未就学児等交通安全対策事業費の執行額は

合計で６０１万７，０００円です。内訳は、工事費で同額となっており、契約

額が見込みを下回ったことによる執行残として不用額１０８万３，０００円が

生じています。 

 ４目橋梁長寿命化点検修繕事業費、予算現額２，１００万３，０００円、支

出済額１，９２９万５，９００円、不用額１７０万７，１００円となっており

ます。主要な施策の成果は８６ページに記載しております。内訳は、備考欄、

この国の交付金を活用しております大木町橋梁長寿命化計画に基づきました定

期点検の委託料として６６０万円、老朽化した橋梁の架け替え工事としまして

９３１万５，９００円、工事に伴います水道管の移設工事の負担金３３８万円

などとなっております。 

 １３７ページ、１３８ページをお願いします。 

 ２項河川費、１目河川総務費、予算現額４７万１，０００円、支出済額４６

万９００円、不用額１万１００円となっております。内訳の主なものとして、

備考欄、福岡県河川協会負担金２１万７，０００円のほか関係団体への負担金

となっております。 

 ３項都市計画費、１目公園費、予算現額８０８万７，０００円、支出済額６
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５５万９，４５２円、不用額１５２万７，５４８円となっております。主要な

施策の成果は８６ページに記載しております。内訳の主なものとして、備考欄、

光熱水費１１１万９，８４２円。公園施設の維持管理業務の委託料として３９

１万１，５４９円などとなっております。 

 ４項住宅費、２目空き家対策費、予算現額５７万９，０００円、支出済額５

４万１，８１０円、不用額３万７，１９０円となっております。主要な施策の

成果を８６ページに記載しております。内訳の主なものとして、備考欄、老朽

空き家の解体費補助金５０万円などとなっております。 

 以上でございます。 

 

総務課長  ９款消防費、１項消防費、次のページをお願いします。１目常備

消防費、予算現額１億４，９５３万円、支出済額１億４，９４６万６，７９４

円、不用額６万３，２０６円となっています。主要な施策の成果は８７ページ

に記載しております。支出の内容は、４市２町で構成する久留米広域消防本部

への負担金として同額の支出でございます。 

 ２目非常備消防費、予算現額３，３９１万円、支出済額３，２８７万８，０

１６円、不用額１０３万１，９８４円となっています。不用額の主なものとし

て、団員に欠員が生じたための報酬額の減及び消防車両の維持管理、修繕料や

燃料費が少なかったことによるものです。主要な施策の成果は８７ページに記

載しております。主な支出は、消防団員の報酬８３５万５，９９８円のほか、

退職消防団員１５人分の退職報償金４５４万３，０００円、消防団員の訓練、

警戒出動及び研修等の費用弁償として３３９万６，０００円、老朽化に伴う消

防車両購入費として７１７万２，９９０円ほか、消防団員の退職報償金に係る

消防団員公務災害補償等共済基金負担金として３２２万５，６００円などの支
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出でございます。 

 ３目消防施設費、予算現額５６８万５，０００円、支出済額５３９万９，９

７９円、不用額２８万５，０２１円となっています。主要な施策の成果は８８

ページに記載しております。主な支出は、次のページをお願いします。消防指

令専用回線占用料１７２万２，８５５円ほか、上水道配水管路耐震化工事の施

行に伴い消火栓１か所の新設及び６か所を移設した工事に要した費用を大木町

水道事業会計に負担金として支出しました２５０万円などとなっております。 

 ４目水防費、予算現額４９万６，０００円、支出済額４７万３，４４６円、

不用額２万２，５５４円となっています。主要な施策の成果は８８ページに記

載しております。支出の内容は、大雨による災害時に消防団の水防活動に対す

る費用弁償、水防資機材の購入費、水害時の消毒用消石灰購入費として、合計

４７万３，４４６円の支出でございます。 

 以上です。 

 

議長  ここで、６款農林水産業費より９款消防費まで説明がありました。 

 ここで、質疑ありませんか。それでは、１１番、小畠裕司議員、結構ですよ。 

 

小畠裕司議員  １３４ページの道路維持管理費でお尋ねしていいのかどうか

ちょっと分かりませんけれども、主要な施策の８３ページのほうに、これ前に

も荒巻課長のほうにお尋ねしたかと思うんですけれども、２項道路セットバッ

クの件で、寄附採納をしていただいたところについてはおおむね２年から３年

にかけて舗装工事をやるというようなお話だったかと思うんですよ。道路台帳

の補正を実施しましたということで、寄附採納されたとか、当然されるだろう

と思うんですけれども、今年度、令和２年度について寄附採納されたところで、
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もう二、三年たっているセットバックされたとこもあるのかなと思うんですが、

これにセットバックされたところの舗装工事をやったという実績か何かが上が

っていないので、どれだけやられたのか、思い当たるところだけで結構ですの

で、お知らせしていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

 

議長  暫時休憩いたします。 

 

 

休憩      時  分 

再開      時  分 

 

 

議長  再開いたします。 

 答弁を許します。荒巻建設水道課長。 

 

建設水道課長  小畠議員の質問にお答えいたします。 

 申し訳ございません。資料として持ち込んでおりませんので、整理させてい

ただきまして、委員会のほうでご報告をさせていただきたいと思います。申し

訳ございません。よろしくお願いします。 

 

議長  では、続けてですか。１１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  予算審査のときにもっと詳しくお尋ねしておけばよかったん

でしょうけれども、１３０ページのところで、商工振興費の中で、観光振興魅
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力向上業務委託料ということで、ＷＡＫＫＡのトレーラーハウスのところで看

板等の設置と、あと、入り口のステップの整備を行い、安全性の向上というこ

とで書いてありますけれども、もともと危険があったんでしょうか。これ多分、

予算のときに上がってきたんだろうと思うんですけれども、ちょっとすみませ

ん、記憶にございませんでしたので、もしその危険があったんでこれをやった

んですよという話なのかどうなのか、そこだけお尋ねしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  小畠議員のご質問にお答えいたします。 

 今言われましたとおり、道の駅のトレーラーハウスの看板及びあと安全施設

ということで設置をさせていただいております。もともとそのトレーラーハウ

スの入り口の階段部分が、手すり等がございませんでしたので、そちらのほう

を宿泊税の交付金を使った整備をしたいということで、予算のほうお願いをい

たしまして整備をいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

 

議長  よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 続いて、１４１ページ、１０款教育費より１４款予備費まで順次説明を願い
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ます。内藤こども未来課長。 

 

こども未来課長  １０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、予算

現額１４１万２，０００円、支出済額１３７万４，３００円、不用額３万７，

７００円となっております。不用額の主なものとして、８節旅費３万７，００

０円は、コロナ感染拡大により教育委員の研修会がほとんど中止となったこと

による執行残です。主要な施策の成果は８８ページに記載しております。教育

委員会費の内訳の主なものといたしまして、教育委員報酬１２２万４，０００

円などとなっております。 

 ２目事務局費、予算現額１億２９万円、支出済額９，８２６万４，５９７円、

不用額２０２万５，４０３円となっております。不用額の主なものとしまして、

決算書１４３、１４４ページをお願いいたします。１８節負担金補助及び交付

金１３万８５５円は、事業名称、事務局費における児童・生徒への日本スポー

ツ振興センター共済負担金等の執行残です。主要な施策の成果は８８ページに

記載しております。右側備考欄、事務局費の執行額は合計で６７９万８，６９

２円です。内訳の主なものといたしまして、上から９行目の児童・生徒、教職

員健康診断委託料１３６万８，８０７円、２行下の車両購入費２４６万７，７

４２円は電気自動車の購入です。一番下の行の日本スポーツ振興センター共済

負担金１２７万９，７９５円などとなっております。 

 １４５、１４６ページをお願いいたします。 

 ３目教育力向上支援事業費、予算現額９３９万円、支出済額９１２万２，６

２０円、不用額２６万７，３８０円となっております。不用額の主なものとい

たしまして、７節報償費２０万１，０００円は、学習サポーター謝金の執行残

となっております。主要な施策の成果は８９ページに記載しております。教育
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力向上支援事業の内訳の主なものといたしまして、右側備考欄の３行目のＧＩ

ＧＡスクールサポーター委託料３７８万４，０００円、次の行の外国語指導助

手業務委託料４３５万６，０００円などとなっております。 

 ４目特別支援教育事業費、予算現額２万３，０００円、支出済額８，５２０

円、不用額１万４，４８０円となっております。この事業は、特別支援教育支

援員賃金が令和３年度より会計年度任用職員人件費となり、報償費、旅費のみ

の予算についての執行残です。主要な施策の成果につきましては８９ページに

記載しております。 

 ５目学校問題相談事業費、予算現額７９１万２，０００円、支出済額７１０

万８，１５４円、不用額８０万３，８４６円となっております。不用額の主な

ものといたしまして、１節報酬７８万３，９４６円は、学校問題相談事業にお

ける家庭教育支援員報酬など、学校の臨時休業等の対応も含めましての執行残

でございます。なお、未執行の８節旅費については、家庭教育支援員の研修な

どの出張がなかったことにより不用となったものです。主要な施策の成果は８

９、９０ページに記載しております。学校問題相談事業の内訳の主なものとい

たしまして、右側備考欄のスクールカウンセラー謝金２８０万９，１５０円、

次の行のスクールソーシャルワーカー謝金１９３万４，０００円、家庭教育支

援員報酬２１４万７，９０４円などとなっております。 

 ２項小学校費、１目学校管理費、予算現額４億８，２３７万９，０００円、

支出済額４億３４２万９，６４６円、繰越明許費２１５万６，０００円、不用

額７，６７９万３，３５４円となっております。繰越明許費２１５万６，００

０円につきましては、１４節の工事請負費の同額で木佐木小学校太陽光発電設

備改修工事費となっております。不用額の主なものといたしまして、１０節需

用費９２万１，２６５円は、各小学校の臨時休業等による光熱費などの執行残
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です。 

 １４７、１４８ページをお願いいたします。 

 また、１２節委託料１，５２６万３，５２９円、１４節工事請負費５，７８

８万４，７００円の不用額の主なものは、前年度からの繰越事業である右側備

考欄中段の（繰越）学校管理費（教育総務係）におけるもので、木佐木小学校

増改築工事、町立小学校トイレ改修工事、情報通信ネットワーク環境整備等に

関する繰越事業分不用額７，２３３万７，９９０円の執行残などとなっており

ます。１９節扶助費５万円は、発生予算として児童の入院見舞金を計上してい

たものが未執行となったものです。主要な施策の成果は９０、９１ページに記

載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 １４５、１４６ページにお戻りください。 

 右側備考欄をご覧ください。学校管理費（教育総務係）の執行額は合計で６，

１３９万７，１９１円です。内訳の主なものといたしまして、１４７、１４８

ページをお願いいたします。右側備考欄２行目のパソコン機器リース代６２９

万６，６５３円は校務用のパソコン機器リース代、さらに下の項目のパソコン

購入費４，１４０万７，９６０円は、児童へのタブレットによるパソコン端末、

さらに項目下の部分にいきますと、一般備品購入費３９５万６，７６０円は、

木佐木小学校増改築に伴う備品購入費などとなっております。 

 繰越しの学校管理費（教育総務係）の執行額は合計で２億８，５８９万４，

０１０円です。内訳としまして、右側備考欄１行目の木佐木小学校増改築工事

管理業務委託料４２３万５，０１０円、２行下の町立小学校トイレ改修工事設

計管理業務委託料５３７万９，０００円、情報通信ネットワーク環境整備委託

料３，５５６万７，４００円、木佐木小学校増改築工事１億２，０５７万２，



67 

８００円、町立小学校トイレ改修工事１億２，０１３万９，８００円などとな

っております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で４０５万４，３８０円

です。内訳としましては、コンピューター用備品購入費の同額で各小学校の大

型提示装置電子黒板となっております。 

 学校管理費（大溝小学校）の執行額は合計で１，９３５万２，３４６円です。

内訳の主なものとしましては、右側備考欄４行目の消耗品費６６７万２，０９

３円、４行下の光熱水費４１８万７，６２８円、１４９、１５０ページをお願

いいたします。６行目の用務員委託費料１９４万３，９５０円などとなってお

ります。 

 学校管理費（木佐木小学校）の執行額は合計で１，７８８万８，７７１円で

す。内訳の主なものといたしましては、右側備考欄４行目の消耗品費５３２万

９，４０６円、４行下の光熱費３６９万８，００３円、下から２行目の用務員

委託料１９０万２，７４６円、１５１、１５２ページをお願いいたします。８

項目下の一般備品購入費１８９万７，６３０円となっております。 

 学校管理費（大莞小学校）の執行額は合計で１，４８４万２，９４８円です。

内訳の主なものといたしまして、右側備考欄４行目の消耗品費３９３万５，１

４７円、４行下の光熱水費３４７万８，０６９円、１０項目下の用務員委託料

１９５万４，６６５円、８項目下がりまして、一般備品購入費１４９万５，３

４０円などとなっております。 

 １５３、１５４ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費、予算現額１，３２４万８，０００円、支出済額１，１５２

万４１３円、不用額１７２万７，５８７円となっております。不用額の主なも

のといたしましては、１９節扶助費１５７万４，３５３円は、事業名称、教育
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振興費（教育総務係）における就学援助費が見込みより少なかったことによる

執行残です。主要な施策の成果は９２ページに掲載しております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 教育振興費（教育総務係）の執行額は合計で７１５万４，６４７円です。内

訳の主なものといたしまして、右側備考欄３行目の就学援助費６５３万５，６

４７円などとなっております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で６１万９，４８０円は、

就学援助の対象となっている世帯の児童に対して、大木町産米「環のめぐみ」、

大木町産菜種油「わのかおり」を配布したものです。 

 教育振興費（大溝小学校）の執行額は合計で１８９万５，３３９円、教育教

材備品購入費の同額となっております。 

 教育振興費（木佐木小学校）の執行額は合計で１１９万８，５８７円、同じ

く教育教材備品購入費の同額です。 

 教育振興費（大莞小学校）の執行額は合計で６５万２，３６０円、教育教材

備品購入費の同額となっております。 

 ３目学童農園設置事業費、予算現額４４万６，０００円、支出済額２９万５

４５円、不用額１５万５，４５５円となっております。不用額の主なものとし

て、１０節需用費１４万３，３９５円は、各小学校の消耗品費の執行残です。

主要な施策の成果は９２ページに記載しております。学童農園設置事業費（大

溝小学校）の執行額は合計で１３万４，６２０円、少額のため以下小学校ごと

の内訳の説明は省略いたします。学童農園設置事業費（木佐木小学校）の執行

額は７万８，９６３円、学童農園設置事業費（大莞小学校）の執行額は合計で

７万６，９５８円です。 

 ３項中学校費、１目学校管理費、予算現額７，０８５万６，０００円、支出
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済額６，６３９万１，５９７円、不用額４４６万４，４０３円となっておりま

す。 

 １５５、１５６ページをお願いいたします。 

 不用額の主なものといたしまして、１２節委託料２８５万８，３３９円は、

前年度からの繰越事業である（繰越）学校管理費（大木中学校）における情報

通信ネットワーク環境整備委託料２３５万５，４００円の執行残などとなって

おります。１９節扶助費３万円は、発生予算として生徒の入院見舞金を計上し

ていたものが未執行となったものです。主要な施策の成果９３ページに記載し

ております。 

 事業ごとに主な支出を説明いたします。 

 学校管理費（教育総務係）の執行額は合計で２，１５８万１８０円です。内

容の主なものとしまして、パソコン購入費１，９２６万７８０円は、生徒への

タブレットによるパソコン端末などとなっております。 

 （繰越）学校管理費（大木中学校）の執行額の合計は１，３９３万２，６０

０円です。内訳としまして、情報通信ネットワーク環境整備委託料の同額とな

っております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で３２３万９，５００円

です。内訳としまして、コンピューター用備品の購入の同額で、大型提示装置

電子黒板となっております。 

 学校管理費（大木中学校）の執行額は合計で２，２０６万１５７円です。内

訳の主なものとしまして、右側備考欄３行目の消耗品費３１５万６，１４９円、

４行下の光熱水費５２２万４，９７５円、１５７、１５８ページをお願いいた

します。７行下の用務員委託料２０７万６，４７２円、１行下のテスト委託料

１６３万３，１１０円、パソコン機器リース代２３９万８，１７６円は、校務
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用のパソコン機器リース代、４行下の一般備品購入費１７５万１，９２０円な

どとなっております。 

 １５７、１５８ページです。 

 ２目教育振興費、予算現額１，２５２万円、支出済額９２２万９，３０３円、

不用額３２９万６９７円となっております。不用額の主なものとしまして、１

９節扶助費２７７万２７１円は、就学援助費が見込みより少なかったことによ

る執行残です。主要な施策の成果は９４ページに記載しております。 

 主な支出を説明いたします。 

 教育振興費（教育総務費）の執行額は合計で６２５万４，０１９円です。内

訳の主なものとしまして、右側備考欄５行目の就学援助費５６８万７２９円な

どとなっております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は合計で３８万５，１８０円は、

就学援助の対象となる世帯の生徒に対し、大木町産米「環のめぐみ」、大木町

産菜種油「わのかおり」を配布したものです。 

 教育振興費（大木中学校）の執行額は合計で２５９万１０４円、教材備品購

入費の同額です。 

 以上です。 

 

まちづくり副課長  ４項社会教育費、１目社会教育総務費、予算現額４，８

２５万４，０００円、支出済額４，７６２万８，３７８円、不用額６２万５，

６２２円となっております。不用額の主なものといたしまして、次のページを

お願いします。３節職員手当等１７万２，４６５円のほか、７節報償費１８万

７，０８０円は、成人式記念品代及び地域学校共同活動推進員謝金の執行残で

ございます。主要な施策の成果は９４ページから９５ページに記載しておりま
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す。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 社会教育総務費の執行額は合計で１３万６２１円です。内訳の主なものとい

たしまして、社会教育委員報酬３万３，０００円、１行下の社会教育感謝状受

賞者に対する記念品代２万１，０００円などとなっております。 

 社会教育事業の執行額は合計で１３７万９，６０６円です。内訳の主なもの

といたしまして、２行目の新成人者に対する記念品代２１万７，８００円、１

行下の地域学校共同活動推進員謝金４６万９，１２０円、次のページをお願い

します。２行目の町・ＰＴＡ連絡協議会に対する助成金３２万円などとなって

おります。 

 人権同和教育の推進事業の執行額は合計で１８万４，２１９円です。内訳の

主なものといたしまして、４行目の筑後地区人権同和教育推進協議会負担金１

２万円などとなっております。 

 次に、２目公民館費、予算現額２０６万２，０００円、支出済額１８８万５，

８２８円、不用額１７万６，１７２円となっております。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 公民館費の執行額は合計で１６７万８，８４４円です。内訳の主なものとい

たしまして、２行目の地区公民館長４１名分の報酬として１４７万６，０００

円、３行下のおおぞらセミナー移動学習時のバス借上料８万８５０円などとな

っております。 

 文化・芸術活動支援事業の執行額は合計で２０万６，９８４円です。内訳の

主なものとして、最終行の文化協会に対する補助金１６万円などとなっており

ます。 

 次に、３目青少年育成費、予算現額１４９万６，０００円、支出済額１４９
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万５，３３０円、不用額６７０円となっております。 

 事業の主な支出をご説明いたします。 

 青少年育成費の執行額は合計で１４９万５，３３０円です。内訳の主なもの

といたしまして、３行目の青少年育成町民会議に対する補助金１１６万円、２

行下の国民協議会運営補助金３０万円などとなっております。 

 次に、４目文化財保護費、予算現額７０万９，０００円、支出済額５４万８，

８０７円、不用額１６万１９３円となっております。不用額の主なものとして、

次のページをお願いいたします。１３節使用料及び賃借料９万６，８６０円は、

試掘調査用機械借上料の執行残となっております。主要な施策の成果は９６ペ

ージに記載をいたしております。 

 事業の主な支出をご説明いたします。 

 決算書１６２ページをお願いします。 

 文化財保護費の執行額は合計で５４万８，８０７円です。内訳の主なものと

して、文化財専門委員に対する報酬として７万５，０００円、次のページをお

願いします。上から５行目の久留米絣技術保存会負担金２１万円などとなって

おります。 

 次に、５目図書情報センター施設管理費、予算現額３７０万３，０００円、

支出済額３６３万８，３３５円、不用額６万４，６６５円となっております。 

 事業の主な支出をご説明いたします。 

 図書情報センター管理費の執行額は合計で３６３万８，３３５円です。内訳

の主なものとして、３行目の図書情報センターのエアコンや照明などの修繕料

４３万８，６７７円、３行下の昇降機保守点検委託料７７万４，８４０円、５

行下の清掃管理委託料１８４万８，０００円などとなっております。 

 次に、６目生涯学習まちづくり推進費、予算現額１，４５４万６，０００円、
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支出済額１，３４２万７７５円、不用額１１２万５，２２５円となっておりま

す。不用額の主なものといたしまして、１０節需用費５５万９，３０４円は、

図書館用パソコン等機器修繕料のほか、消耗品費の執行残で、１３節使用料及

び賃借料２３万６，８０１円は、複写機及び印刷機リース料の執行残です。主

要な施策の成果は９６ページから９７ページに記載をいたしております。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 図書情報センター運営費の執行額は合計で１，０７６万１，８２４円です。

内訳の主なものとして、５行目の図書館用新聞・雑誌購入費など消耗品費２０

４万５，９４８円、６行下の図書館システム機器保守委託料１２３万３，９３

６円、次のページをお願いします。４行目の図書類購入費４７９万９，８５３

円などとなっております。 

 子供の読書推進事業の執行額は合計で２８万７，２９４円です。内訳の主な

ものとして、最終行のブックスタート事業用の絵本・バッグ購入費として、消

耗品費１８万２，８３４円などとなっております。 

 町民共同文化活動推進事業の執行額は合計で１６７万２，２７７円です。内

訳の主なものといたしまして、下から２行目のこっぽーっとホールイベント実

行委員会負担金１１０万円などとなっております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は６９万９，３８０円です。こ

っぽーっとホールや総合体育館アリーナなど、会場に集客して行うイベント等

の開催につきまして、新型コロナウイルス感染症対策として、会場内へ収容で

きない方々に対し、会場内の模様をご覧いただくため、配信に必要な機器類を

整備したものでございます。 

 続きまして、５項保健体育費、１目保健体育総務費、予算現額１，９５３万

円、支出済額１，９０７万８，４７０円、不用額４５万１，５３０円となって
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おります。 

 次のページをお願いします。 

 未執行の１９節扶助費につきましては、発生予算として計上しておりました

社会体育負傷見舞金が不要となったものでございます。主要な施策の成果は９

８ページから９９ページに記載をいたしております。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 保健体育総務費の執行額は合計で１１８万７２９円です。内訳の主なものと

いたしまして、２行目の印刷機用インクロール紙など事務用品購入費として４

２万２，０５３円、４行下の複写機使用料１８万４，１２７円などとなってお

ります。 

 指導者育成事業の執行額は合計で７２万６，５１０円です。内訳の主なもの

として、スポーツ推進委員に対する報酬６４万円などとなっております。 

 青少年総合型体験事業の執行額は合計で５４万円です。内訳としまして、子

供スポーツ教室やわんぱく体験隊事業など体験事業委託料として２７万円、小

学生自然体験研修事業委託料２７万円となっております。 

 体育協会支援事業の執行額は２９９万５，０００円です。町体育協会に対す

る補助金となっております。 

 スポーツ大会運営事業の執行額は１９万３，２００円です。スポーツ推進委

員会及び各部会の開催に伴う報償費として支出をいたしております。 

 次のページをお願いします。 

 次に、２目保健体育施設費、予算現額２億３，１０５万４，０００円、支出

済額２億２，５４２万５，６６８円、不用額５６２万８，３３２円となってお

ります。不用額の主なものといたしまして、１０節需用費３１３万１，１４２

円は、各社会体育施設における光熱水費や修繕料の執行残及び１４節工事請負
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費１７９万８，４４０円につきましては、総合体育館大規模改修工事等に伴う

執行残でございます。主要な施策の成果は１００ページから１０１ページに記

載をいたしております。 

 事業ごとに主な支出をご説明いたします。 

 保健体育施設一般経費の執行額は合計で２億１，７８３万４８３円です。内

訳の主なものとして、２行目の各社会体育施設の光熱水費６７４万９，６７４

円、１行下の運動公園の排水設備や防犯灯、柔剣道場の排煙窓などの修繕料と

して１４６万８，６００円、２行下の総合体育館大規模改修工事管理業務委託

料３０８万円、下から４行目の総合体育館大規模改修工事等運動施設整備工事

費２億５３８万７，５６０円などとなっております。 

 総合体育館施設管理費の執行額は合計で５６４万６，６５１円です。内訳の

主なものとして、３行目の浄化槽保守点検委託料７０万５，７６０円、７行下

の清掃管理委託料１５５万１，０００円、次のシルバー人材センターへ委託し

ております総合体育館管理委託料２４４万１，２３８円などとなっております。 

 運動公園施設管理費の執行額は合計で１９４万８，５３４円です。内訳の主

なものとして、最終行のシルバー人材センターへ委託しております運動公園管

理委託料１３２万７，２９８円などとなっております。 

 以上でございます。 

 

こども未来課長  １７１、１７２ページをお願いいたします。 

 ６項学校給食共同調理場費、１目調理場管理費、予算現額９，７６０万７，

０００円、支出済額８，０３７万１，５３６円、繰越明許費１，２８５万円、

不用額４３８万５，４６４円となっております。繰越明許費１，２８５万円に

つきましては、１２節委託料８５万円は、空調設備更新設置工事に伴う設計管
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理委託料、１４節工事請負費１，２００万円は、同じく空調設備更新設置工事

に伴うものとなっております。不用額の主なものといたしましては、１０節需

用費１２９万２，２８２円は、学校の臨時休業も含めました燃料費、光熱費の

執行残、１８節負担金補助及び交付金の２１１万２，９１６円は、学校給食費

を補助しておりました部分についても学校の臨時休業によりまして精算としま

して１５１万１，１００円などの執行残となっております。主要な施策の成果

は１０２、１０３ページに記載しております。 

 調理場管理費の執行額の合計は２，３９９万１，１６９円です。内訳の主な

ものといたしましては、１行目の消耗品費２９６万７，３７０円、次の行の燃

料費１８２万８，９５０円、次の光熱水費４８１万３，１０７円、１７３、１

７４ページをお願いいたします。中段やや下のほうにありますスポットエアコ

ン更新工事１９０万８，５００円、下から３行目の学校給食の一部または全額

を補助を行うための学校給食助成金５７３万１４３円などとなっております。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業の執行額は７１３万２，４１４円で、学

校の臨時休業により、夏休み期間で事業を行い給食を提供した期間の給食費等

の助成金でございます。 

 以上でございます。 

 

まちづくり副課長  １１款災害復旧費、２項その他公共施設・公用施設災害

復旧費、１目公共施設等災害復旧費、予算現額２，６９２万２，０００円、支

出済額２，６２６万５，８２０円、不用額６５万６，１８０円となっておりま

す。主要な施策の成果では１０４ページに記載をいたしております。 

 繰越事業であります環境衛生施設災害復旧費の執行額は合計で２，６２６万

５，８２０円です。次のページをお願いいたします。令和元年９月の台風１７
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号で被災いたしました液肥貯留槽復旧工事に係る設計業務委託料４７万３，０

００円及び復旧工事費２，５７９万２，８２０円を支出いたしております。 

 以上でございます。 

 

建設水道課長  ３項農林水産業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費、

予算現額６万５，０００円、支出済額５万６，０００円、不用額９，０００円

となっております。主要な施策の成果は同じく１０４ページに記載しておりま

す。 

 内訳としましては、負担金で同額となっておりまして、花宗太田土木組合へ

の工事負担金となっています。 

 以上でございます。 

 

まちづくり課長  １２款公債費、１項公債費、１目元金、予算現額４億５，

４４６万円、支出済額４億５，４４５万９，８２８円、不用額１７２円となっ

ております。長期借入金償還金元金１６７件分となります。 

 ２目利子、予算現額３，００９万３，０００円、支出済額２，９６７万９，

１３３円、不用額４１万３，８６７円となっております。長期借入金償還金利

子及び一時借入金利子２１８件分となります。 

 １４款１項１目予備費、予算現額５００万円、予備費充当額ゼロです。 

 以上で、歳出決算の状況についての説明を終わります。 

 

議長  ここで、１０款教育費より１４款予備費までについて質疑を行います。

質疑ございませんか。６番、北島好昭議員。 
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北島好昭議員  ちょっと決算委員会で私は聞くことができませんので、この

場で質問したいと思います。こっぽーっとの図書館の蔵書の件なんですけれど

も、オープンから１０年は超えたということで、毎年それなりに蔵書は購入さ

れてきておると思うんですが、今現在、図書蔵書数はどのくらいになっとるの

か。開架書庫にまだまだ入る状況なのか。あるいは、もう本来なら閉架書庫を

つくって持っていって別保管すべきなんだけれどもできないんで、どこか会議

室の隅に山積みにやっているとか、その辺の状況が分かればお聞かせいただき

たいと思います。 

 

議長  それでは、答弁を許します。中村まちづくり課副課長。 

 

まちづくり副課長  北島好昭議員のご質問に対しご答弁させていただきます。 

 現在では、蔵書数８万弱という形で理解をしておるところでございます。し

かしながら、全部図書館内に出すということは一部できませんもんですから、

事務室横の仮スペースと申しますか、会議室スペースのところに、前へ出さな

い分をそこに保管しているというふうな状況でありまして、随時、来館者のご

希望に応じて、そちらのほうからお出しするというふうな形を取っております。 

 以上です。 

 

議長  ６番、北島好昭議員。 

 

北島好昭議員  確認しますけれども、要は展示スペースに収まり切らんから

別の会議室の一角に置いていると。でも、それはリクエストがあればいつでも

出せるということであって、閉架書庫等の別保管するという類いのものではな



79 

いということですね、言われていることは。 

 では、当初からもう１０年以上たつんだけれども、本来もう更新して別保管

すべきようなものはまだ今現在はないんだと。だから閉架書庫もまだつくらん

でいいんだとかということなんですかね。その辺をもう一度。 

 

議長  答弁を許します。野田まちづくり課長。 

 

まちづくり課長  北島好昭議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 今、先ほど副課長のほうが説明したとおり、キャパとしては約６万から７万

ぐらいのキャパの中にも８万程度あるということで、ただ蔵書としては管理し

ておりますので、そういった貸出しについては対応できるという状況にありま

す。ただ、必要に応じては、除籍ということももう既にやっておりますので、

そういった分については、もう既に廃棄等は並行して行っております。 

 それで、いずれにしましても、今、書架に並べ切れていない状況ですので、

閉架書庫については喫緊の課題ということで、今のところ計画はしております

けれども、今のところ予算化されていないということで、このことについては

今年度も一応計画はしたところ、一応予算化はできていないということで、ま

た改めて来年度以降、書庫の計画をしていきたいと、閉架書庫の計画をしてい

きたいと思っております。 

 一つの案としては、今現在、役場の書庫がありますので、あの分を上手に移

設してできることも昨年度計画をしているということを聞いておりますので、

比較的、今のところ安価にできるということの情報は把握しているところです。

また改めて、しっかり計画を立てて、来年度以降、予算化をお願いしていきた

いというふうに思っております。 
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 以上です。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。５番、古賀靖子議員。 

 

古賀靖子議員  ちょっとお尋ねします。１７２ページの学校給食の補助で２

１１万２，９１６円の不用額、これはやっぱりコロナによって給食が少なくな

ったからこれだけ出たということなんでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。内藤こども未来課長。 

 

こども未来課長  古賀靖子議員のご質問にお答えいたします。 

 学校の給食について、一定３人目のお子さんとか、一定お子さんに対しての

２００円とか、その分の補助を行っている部分がございましたけれども、その

分については学校が休業になっていた期間について給食がなかったので、給食

を行っていたときに一部を補助するという部分についてが、支出が精算した段

階ではちょっと執行が残ったという形になります。コロナ対策の部分で上げて

いた部分については、逆に夏休みとかに給食が必要になって給食を提供した分

については、これはお金を取らないということでの補助を出していましたので、

その二つ分かれてはおりますけれども、そういう形での補助がそれぞれなって

いましたので、実際給食を行わなかったことに対する補助についてが残ったと

いうことになっております。 

 以上でございます。 

 

議長  ほかに質疑ございませんか。 
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    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 暫時休憩いたします。再開を１４時４０分とさせていただきます。１５分の

休憩でお願いいたします。 

 

 

休憩    １４時２５分 

再開    １４時４０分 

 

 

議長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中、野口裕子議員より、妊婦健診の不用額についての質問がございまし

た。答弁について修正をしたいと申出がございますので、答弁を許したいと思

います。的場こども未来課副課長。 

 

こども未来副課長  野口裕子議員の多額の不用額が生じた原因にコロナの影

響があったかということで答弁させていただきます。 

 不用額が生じた理由につきましては、妊娠初期から出産まで通常１４回の回

数で健診の予算を計上しているところです。今回余った原因の一つとして考え

られているのが、妊娠の症状が遅れたことにより母子手帳の交付が遅れ、通常

１４回を受けていただくところの回数が減ってしまったというのがあって、そ
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れがほぼ毎年主な原因になっております。今回、コロナの影響も回数が減った

要因だと考えているところです。 

 以上です。 

 

議長  よろしいですか。２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  母子手帳の時期は、人数である程度の把握ができるかと私は

思っていましたけれども、そのように交付が遅れたりして、全体的な健診の回

数も減っているということですね。それについてはちょっと数字が大きいかな

と思いますので、今後は改めて見直しする機会を早めていただくなりして、不

用額が残らないようにお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

議長  それでは、歳出に関する所管課長の説明が終わっておりますので、続

いて１３ページになりますか、歳入の説明を所管課長に求めます。野田まちづ

くり課長。 

 

まちづくり課長  それでは、歳入についてご説明いたします。 

 １３、１４ページをお願いいたします。 

 また、決算審査提出資料、こちらの資料になりますけれども、こちらの資料

の２ページから３ページを併せてご参照していただければと思います。 

 それでは、１款町税、予算現額１３億７，１９９万４，０００円、調定額１

５億１，２６９万５，１０２円、収入済額１４億７，４７５万９，９７５円、

不納欠損額１０２万１，６７０円、調定額に対する収入未済額３，６９１万３，
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４５７円、前年度決算額と比較すると２，４０４万３，６９３円、１．７％の

増となっております。 

 続いて、１５、１６ページをお願いいたします。 

 ２款地方譲与税、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の７，６８７万２，

０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比マイナス２９万

５，００７円、０．４％の減です。 

 ３款利子割交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の９５万４，０

００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比３万６，０００円、

３．９％の増です。 

 ４款配当割交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の４８０万１，

０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比４６万５，００

０円、マイナス８．８％の減です。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の６

２６万８，０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比３０

５万５，０００円、９５．１％の増です。 

 １７、１８ページをお願いいたします。 

 ６款法人事業税交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の３７２万

円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。令和２年度から新たに交付され

たものになります。 

 ７款地方消費税交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の２億８，

６４５万１，０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比５，

５４２万７，０００円、２４％の増です。 

 ８款環境性能割交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の９７０万

５，０００円です。調定額に対する収入未済金額はゼロです。前年度比マイナ
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スの９８５万４，２７６円、５０．４％の減です。 

 ９款地方特例交付金、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の１，８７５

万５，０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比マイナス

２，３７５万２，０００円、５５．９％の減です。子ども・子育て支援臨時交

付金が皆減となったことが要因です。 

 １０款地方交付税、予算現額、調定額、収入済額ともに同額の１５億５，７

５４万３，０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度比５，

５４６万３，０００円、３．７％の増です。特別交付税が２，２２７万７，０

００円減ったものの、普通交付税が７，７７４万円増えたことが要因となって

おります。 

 １１款交通安全対策特別交付金、予算現額２１０万円、調定額、収入済額と

もに同額の２２３万３，０００円です。調定額に対する収入未済額はゼロです。

前年度比１５万３，０００円、７．４％の増です。 

 １９、２０ページをお願いいたします。 

 １２款分担金及び負担金、予算現額２，２５７万９，０００円、調定額１，

９７１万６，５３０円、収入済額１，９２７万７，６３０円、調定額に対する

収入未済額４３万８，９００円です。収入未済額は２項負担金、１目民生費負

担金、１節児童福祉費負担金の私立保育料及び過年度分私立保育料内で生じて

おります。前年度比マイナス１，８７９万１，００４円、４９．４％の減です。

私立保育園無償化に伴い減収したことが主な要因となっております。 

 １３款使用料及び手数料、予算現額４，０５１万６，０００円、調定額４，

４４５万３，４８２円、収入済額４，４３２万１，４８２円、調定額に対する

収入未済額１３万２，０００円です。収入未済額は全て１項使用料、２目民生

使用料、１節児童福祉使用料の町立保育料及び過年度分町立保育料内で生じて
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おります。前年度比マイナス１，０４７万８，８３５円、１９．１％の減です。

町立保育料が減収したことが主な要因となっております。 

 ２１、２２ページをお願いいたします。 

 １４款国庫支出金、予算現額２７億９，１８８万６，０００円、調定額、収

入済額ともに２５億１，９９９万８２７円で、調定額に対する収入未済額ゼロ

です。予算額を調定額及び収入済額が下回ったことについては、負担金、補助

金の採択を受けた各事業において繰越しが生じたことが主な要因となっており

ます。前年度比１７億７，３５０万１，１３１円、２３７．６％の増になって

おります。特別定額給付金１４億２，５２２万８，０００円及び新型コロナウ

イルス感染症対策地方創生臨時交付金２億７，２３８万５，０００円の皆増が

主な要因となっております。 

 ２７、２８ページをお願いいたします。 

 １５款県支出金、予算現額６億８，６１４万２，０００円、調定額、収入済

額ともに６億５，４２２万９４４円で、調定額に対する収入未済額ゼロです。

予算額を調定額及び収入済額が下回ったことについては、事業確定後の補助金

額が当初より下回ったことなどが要因となっております。また、前年度比４，

６７２万５，８７３円、７．７％の増となっております。災害復旧関連補助金

事業やスマート農業推進強化事業費補助金、多面的機能支払交付金などが増加

したことが要因となっております。 

 ３３、３４ページをお願いいたします。 

 １６款財産収入、予算現額３，８１５万７，０００円、調定額３，８５８万

４，０８８円、収入済額３，７６４万１，０９１円、調定額に対する収入未済

額９４万２，９９７円となっております。内訳として、全て次のページの２項

財産売払収入、１目不動産売払収入、３節その他不動産売払収入の町有水路埋
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立払下げ収入内で生じております。前年度比１５９万６，６２９円、４．４％

の増です。不動産売払収入が増加したことが主な要因となっております。 

 ３５、３６ページをお願いいたします。 

 １７款寄附金、予算現額５億４，４７８万３，０００円、調定額、収入済額

ともに同額で５億９，６４０万５，０００円です。調定額に対する収入未済額

ゼロです。前年度比４，６５９万３，０００円、８．５％の増です。ふるさと

納税寄附金が増加したことが主な要因となっております。 

 １８款繰入金、予算現額、調定額、収入済額ともに６，７７７万９，０００

円、調定額に対する収入未済額ゼロです。次のページをお願いいたします。公

共施設整備基金より６，３００万円、夢あふれるまちづくり基金より４７７万

９，０００円をそれぞれ繰り入れております。前年度比マイナス７，９２２万

１，０００円、５３．９％の減です。財政調整基金からの繰入れを行わなかっ

たことが主な減少した要因でございます。 

 １９款繰越金、予算現額４億１，９０５万８，０００円、調定額、収入済額

ともに４億１，９０５万８，３０２円です。調定額に対する収入未済額ゼロで

す。内訳として、前年度繰越金が２億５，４６６万３０２円、前年度からの繰

越事業に係る繰越金の一般財源分が１億６，４３９万８，０００円となってお

ります。前年度比１億７，６１８万９，５２０円、７２．５％の増となってお

ります。 

 ２０款諸収入、予算現額２億２，８８７万円、調定額、収入済額ともに２億

２，９９５万１，００４円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。前年度

比１，５４９万５，６０５円、７．２％の増となっております。内訳として、

４項貸付金元金収入、１目中小企業融資資金貸付金元金収入、前年度比２，５

００円余りが増加したことなどが主な要因となっております。 
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 ４１、４２ページをお願いいたします。 

 ２１款町債、予算現額６億１，１９７万８，０００円、調定額、収入済額と

もに５億９，３１７万８，０００円です。調定額に対する収入未済額ゼロです。

予算額を調定額及び収入済み額が下回ったことについては、６件の起債事業に

おいて繰越しが生じたことが主な要因となっております。前年度比３億３，５

６８万６，０００円、１３０．４％の増です。総合体育館大規模改修に係る事

業債をはじめ、木佐木小学校増改築事業債、小学校トイレ改築事業債などが増

額の主な要因となっております。 

 以上で、歳入決算の状況についての説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明は終わります。 

 これより歳入について質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これで、歳入歳出についての所管課長の説明を終わります。 

 これより代表監査委員の決算審査に関する報告を求めます。安藤代表監査委

員。 

 

代表監査委員  お疲れさまです。代表監査委員を務めさせていただいており

ます安藤です。よろしくお願いします。 

 それでは、令和２年度大木町一般会計の決算審査の報告をさせていただきま

す。 
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 まず最初に、決算審査を行うに当たり、コロナ禍という非常時において、関

係課及び職員の皆様には通常業務に加えて突発的な業務で忙しい中、真摯に決

算審査にご協力をいただきまして、審査がスムーズに行われたことにつきまし

ては、厚く御礼申し上げます。 

 決算審査は、地方自治法第２２３条第２項の規定により実施するもので、町

長より決算関係の審査を付託され、決算関係書類に基づき関係各課に対する審

査及び意見の聴取をさせていただいております。皆様にお配りさせていただい

ております決算審査意見書は、古賀議選監査委員と取りまとめたものでござい

ます。 

 また、先ほど町長及び各課長から、決算内容につきましては詳細な説明がご

ざいましたので、要点のみを説明させていただきたいと思っております。 

 それでは、意見書の２ページをお開け願います。 

 審査についてですけれども、まず、１として審査対象ですけれども、（１）

令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算、（２）証書類及び歳入歳出決算事項

別明細書、実施収支に関する調書並びに財産に関する調書。 

 ２、審査期間でございますけれども、令和３年７月２６日より令和３年８月

１１日までの８日間としております。 

 ３、決算の審査に当たっては、次のことに重点を置いて審査を行いました。 

 （１）決算計数は正確であるか。（２）収入、支出などの事務は合法的に行

われているか。（３）予算の執行はその目的に沿って効率的かつ的確に執行さ

れたか。（４）財政の運営は健全かつ適正になされているか。（５）財産の管

理は適正になされているか。 

 ４、審査の結果でございますけれども、令和２年度一般会計歳入歳出決算額

は、意見書３ページの第１表、第２表及び第３表のとおりであります。 
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 審査に当たっては、歳入歳出決算書及び事項別明細書並びに実質収支に関す

る調書、財産に関する調書及びその他各関係帳簿、証書類について詳細に審査

を行いましたが、違法な点は見受けられず、かつ関係諸帳票、証憑書類と合致

しており、決算計数は正確であることを確認いたしました。予算の執行、収

入・支出事務処理及び財産管理につきましては、審査意見に述べておりますよ

うに適法かつ適正でありました。また、財政運営につきましても、適正な運営

がされていることを認めました。 

 次に、１２ページをお開け願います。 

 審査意見でございますが、審査の結果、予算の執行は歳入歳出とも計画に基

づき適正に執行がなされており、経費の削減や事務の合理化への努力も見受け

られ、各施策においても所期の目的を果たしているものと認めました。 

 令和２年度は、コロナ禍において、ウィズコロナの新しい生活様式、町民ニ

ーズの変化に応えながらの難しい行政運営を強いられた年であったと思料され

ます。また、令和３年度からスタートする大木町自治総合計画行政経営地域経

営ビジョン、さらにそれらを担保するための中期財政計画の策定を通じ、持続

可能な行財政運営を強く意識させられた１年であったと思われます。 

 そのような中で、令和２年度の一般会計決算が想定以上に剰余金を生み、単

年度の黒字収支を増加させ、基金を積み増すという良好な結果となり翌年度へ

引き継がれることは、令和３年度を初年度とする中期財政計画にも好影響を与

えることになり、堅実な財政運営の結果として評価するものであります。今後

も適正かつ効率的な予算の執行をお願いいたします。 

 加えて、中長期的には依然として厳しい財政運営を強いられることから、今

後も一切の無駄を許さず、自主財源の確保に努め、町税や使用料など全ての料

金徴収について収納率向上へ総力を挙げて対処し、大多数を占める善良な納税
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者に不公平感を抱かせることのないように努め、収入未済額の縮減はもとより、

新たな収入未済額の発生防止に取り組んでもらうようお願いいたします。 

 なお、令和２年度における本町の財政に係る諸指数の状況でございますが、

意見書１３ページの第２表をご覧いただきたいと存じます。 

 令和２年度の数値につきましては、下段に記載されております。各指数の数

値につきましては、実施収支比率１４．２％、経常収支比率８５．１％。財政

力指数０．５２０、公債費負担比率１０．２％、起債許可制限比率５．５％と

なっております。各指数の評価の見方につきましては、最下段に記載しており

ますのでお目通しをお願いいたします。 

 次に、２１ページをお開け願います。 

 （１０）の補助金関係でございますが、今回、コロナ禍ということから、補

助金等の交付を受けている団体、個人が、当初の計画どおりの活動ができてい

ないということを多く聞き及びました。そういうことから、適正に補助金が交

付されているか、特別調書の提出をお願いし審査を行いました。結果は、２１

ページ、２２ページのとおりでございますが、幾つかの例について問題がある

と思われました。今後、各所管課においては、今回の処理が適正とは言い難い

ことを十分理解し、課内で問題点をしっかり共有して、町民から疑念を抱かれ

ることのないよう、大木町補助金等交付規則等の関係法規にのっとり、適正な

事務処理に努めてもらうよう強くお願いしておきます。 

 最後に、基金の状況でございますが、２６ページをお開け願います。 

 基金につきましては、地方自治法第２０４条に基づき、特定の目的のために

財産を維持し、資金を積立てて運用されておりますが、いずれも法令、条例に

基づいて適正に管理がなされていることを認めました。 

 なお、運用状況につきましては、３１ページの第２４表のとおりでございま
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す。 

 以上、令和２年度大木町一般会計歳入歳出決算審査の結果を報告いたします。

ありがとうございました。 

 

議長  代表監査委員の報告を終わります。 

 これより代表監査委員の報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 安藤代表監査委員、ありがとうございました。 

 お諮りいたします。本案につきましては、決算審査特別委員会を設置したい

と思います。これにご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 決算審査特別委員会を２委員会に分けて設置します。 

 総務建設産業常任委員会を第１決算審査特別委員会、文教厚生常任委員会を

第２決算審査特別委員会として議案の審査を付託したいと思います。これにご

異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３４号令和２年度大木町

一般会計歳入歳出決算の認定については、各決算審査特別委員会に付託するこ

とに決定しました。 

 お諮りいたします。日程第４、議案第３５号令和２年度大木町国民健康保険

特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５、議案第３６号令和２年度大

木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、それぞれ関連が

ございますので一括議題としたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３５号、議案第３６号に

ついては、一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第３５号令和２年度大木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について及び議案第３６号令和２年度大木町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定についての提案理由を申し上げます。 

 令和２年度大木町国民健康保険特別会計歳入歳出の決算につきましては、歳

入総額１６億２，２１０万３，０００円に対し、歳出総額１６億５，７８１万

２，０００円であり、実質収支額では３，５７０万９，０００円の歳入不足と

なっております。 

 この歳入不足の主な要因は、単年度決算で１，９３６万１，０００円の赤字

に、令和元年度決算不足に伴う前年度繰上充用額１，６３４万８，０００円を

加えたものでございます。 
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 また、令和２年度大木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出の決算につきまし

ては、歳入総額１億９，００７万９，０００円に対し、歳出総額１億８，４６

９万３，０００円であり、実質収支額は５３８万６，０００円の黒字となって

おります。 

 いずれも詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき、

議決賜りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。田中健康福祉課長。 

 

健康福祉課長  議案第３５号令和２年度大木町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定についてご説明申し上げます。 

 主要な施策の成果につきましては１０５ページ、１０６ページに記載してお

ります。 

 大木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算書、１９ページ、２０ページをお

願いいたします。 

 それでは、歳出よりご説明申し上げます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費２，２７４万３，７０５円の

支出となっております。この目につきましては、職員２名、会計年度任用職員

１名分の人件費及び事務費の支出となっております。事務費の主なものにつき

ましては、１２節委託料５８４万２，８２０円はレセプト点検委託料及びパソ

コン電算システム等の委託料等でございます。 

 ２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 ２項徴収費、１目賦課徴収費５６万６，９１１円の支出です。１１節役務費
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として同額を支出しております。国保税口座振替手数料及び郵送料でございま

す。 

 ３項１目運営協議会費として２万４，０００支出しております。国民健康保

険運営協議会委員９名の活動費に伴う経費の支出となっております。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費９億６，６８９万９，８１０円支出しており

ます。１目から５目まで一般被保険者療養給付費及び療養費並びに審査支払手

数料でございます。 

 ２３、２４ページをお願いいたします。 

 ２項高額療養費１億６，０２８万９，７３２円を支出しております。一般被

保険者高額療養費及び高額介護合算療養費でございます。 

 ４項出産育児諸費、１目出産育児一時金２５２万円、６件分の支出でござい

ます。 

 ５項葬祭諸費、２５ページ、２６ページをお願いいたします。１目葬祭費５

４万円、１８件分の支出でございます。 

 ３款国民健康保険事業費納付金４億５，９６３万７，６１０円支出しており

ます。市町村ごとに県が決定した国保事業費納付金を市町村は県に納付し、県

は保険給付に必要な費用を全額市町村に払う、その納付金でございます。 

 １項医療費給付費分３億３，３５６万４，０４９円、２項後期高齢者支援金

等分９，１６５万４，３８９円、３項１目介護納付金分３，４４１万９，１７

２円でございます。 

 ２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 ６款１項保健事業費、１目保健衛生給付費４１７万９，２９５円支出してお

ります。会計年度任用職員１名分の人件費及びレセプト委託料の支出でござい

ます。 
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 ２項１目特定健康診査等事業費１，５１１万８，８５７円を支出しておりま

す。会計年度任用職員１名分の人件費及び特定健診等の業務委託料の支出でご

ざいます。 

 ２９ページ、３０ページをお願いいたします。 

 ９款諸支出金８０５万６，６１３円の支出です。償還金利子及び割引料でご

ざいます。１目から４目までは一般被保険者及び退職被保険者の保険税還付金

及び還付加算金でございます。５目から９目までは償還金でございます。５目

保険給付費等交付金償還金７１２万９，２１３円の支出です。令和元年度の普

通交付金償還金でございます。 

 ３１ページ、３２ページをお願いいたします。 

 １０款１項１目前年度繰上充用金、２２節補償、補塡及び賠償金、令和元年

度の歳入不足を補うために１，６３４万７，９２３円を支出しております。 

 以上、歳出合計が１６億５，７８１万２，０８５円でございます。 

 続いて、歳入のご説明を申し上げます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １款国民健康保険税、調定額３億７，８９２万７，４２５円、収入済額３億

３，１７２万８，５５５円、不納欠損額９４万８，２００円、収入未済額４，

６２５万６７０円です。現年度の収納率は９６．１９％、滞納分の収納率は２

５．８４％です。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金３６９万円の収入でございます。１目災害

臨時特例補助金１１６万円、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減

少した被保険者等に係る国民健康保険税を減免した額に対する補助金でござい

ます。４目社会保障・税番号システム整備費補助金２５３万円、マイナンバー



96 

を保険証として使うためのソフトウエア開発に伴う委託料２５３万円に対する

補助金でございます。 

 ４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金１１億７，７７６万

４，０００円。１節普通交付金１１億４，３０４万円、２節特別交付金３，４

７２万４，０００円です。町が医療機関に支払う医療の給付等の額を県が町に

対して交付するものです。 

 ６款繰入金、１３、１４ページをお願いいたします。１項１目一般会計繰入

金１億１８０万１，０５３円。１節保険基盤安定繰入金７，４６２万５，８９

５円、２節出産育児一時金繰入金１６８万円、３節財政安定化支援事業繰入金

６７８万円、４節職員給与費等繰入金１，８７１万５，１５８円でございます。 

 ８款諸収入、１５ページ、１６ページをお願いいたします。４款雑入６５８

万６，５４４円でございます。１目１節一般被保険者第三者納付金６１６万２，

４５４円で、第三者納付金４件分でございます。 

 １７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 歳入合計１６億２，２１０万３，６９５円でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 歳入合計１６億２，２１０万３，６９５円、歳出合計１６億５，７８１万２，

０８５円、歳出合計が歳入合計額を上回り歳入不足となったため、翌年度の令

和３年度繰上充用金３，５７０万８，３９０円で歳入不足を補塡いたしました。

令和２年度の単年度決算の１，９３６万４６７円の赤字に前年度繰上充用金１，

６３４万７，９２３円を加えたものでございます。 

 以上で、国民健康保険特別会計歳入歳出決算に関する説明を終わらせていた

だきます。 

 続きまして、議案第３６号令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
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認定につきましてご説明をいたします。 

 主要な施策の成果につきましては１０７ページに記載しております。 

 後期高齢者特別会計歳入歳出決算書をお願いいたします。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出額２１２万４，８９２

円は、後期高齢者医療に係る事務費等でございます。主なものといたしまして、

１０節需用費３１万３１０円、保険料通知書等の印刷代等でございます。同じ

く１１節役務費９２万３２円、保険証及び納付書の郵送料でございます。１２

節委託料８８万円、平成３０年度税制改正による基礎控除や給与所得控除等の

変更に伴い、後期高齢者医療保険料の算定におけるシステム改修委託料でござ

います。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金１億８，０５２万９８１円は、

医療費分に係る広域連合への納付金でございます。 

 ３款諸支出金２０１万６９１円で、償還金及び還付加算金でございます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 ２項繰出金、１目一般会計繰出金１６５万４，０７１円は、一般会計へ清算

金として支出したものでございます。 

 以上、歳出合計１億８，４６９万２，８０７円でございます。 

 続いて、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 歳入についてご説明申し上げます。 

 １款１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料でございます。調定額

８，７９２万１，７３０円、収入済額８，８０５万１，５７０円、収入未済額

１２万９，８４０円でございます。２目普通徴収保険料、調定額４，７９５万
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３，０００円、収入済額４，５６０万９，９６０円、収入未済額２３４万３，

０４０円でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料１万４，４００円。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金４，９１４万６，２

６３円。１節事務費繰入金６１５万５，０００円、２節保険基盤安定繰入金４，

２１１万１，２６３円、保険税軽減分に対する繰入金でございます。３節シス

テム改修費繰入金８８万円。 

 ４款１項１目繰越金７１９万５，９４４円、前年度繰越金でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ５款諸収入６万１，４２０円、１項１目延滞金９，２００円、２項１目保険

料還付金５万２，２２０円でございます。 

 歳入合計１億９，２２９万２，７５７円でございます。 

 以上で、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に関する説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。議案第３５号並びに議案第３６号について質疑ご

ざいませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これより代表監査委員の決算審査に関する報告を求めます。安藤代表監査委

員。 
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代表監査委員  お疲れさまです。 

 それでは、令和２年度大木町特別会計の決算審査の報告をさせていただきま

す。 

 それでは、意見書の３３ページをお開け願います。 

 特別会計の審査についてですけれども、まず最初に審査対象、（１）令和２

年度大木町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、（２）令和２年度大木町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算、（３）証書類及び歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書並びに財産に関する調書。 

 ２、審査期間でございますけれども、令和３年４月２６日の１日限りとして

おります。 

 ３、決算の審査に当たっては、次のことに重点を置いて審査を行っておりま

す。 

 （１）決算計数は正確であるか。（２）収入、支出などの事務は合法的に行

われているか。（３）予算の執行はその目的に沿って効率的かつ的確に執行さ

れているか。（４）財政の運営は健全かつ適正になされているか。（５）財産

の管理は適正になされているか。 

 ４、審査の結果でございますけれども、令和２年度特別会計歳入歳出決算額

は、意見書３４ページの第１表、第２表、第３表のとおりであります。 

 審査に当たっては、歳入歳出決算書及び事項別明細書並びに実質収支に関す

る調書、財産に関する調書及びその他関係諸帳簿、証憑書類と合致しており、

決算計数は正確であることを確認いたしました。予算の執行、収入・支出事務

処理及び財産管理につきましては、審査意見に述べているとおり適法かつ適正

でありました。また、財産運営につきましても、適正な運営がされていること

を認めました。しかしながら、審査意見書中３５ページにあるとおり、国民健
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康特別保険会計は、歳入総額１６億２，２１０万３，６９５円に対して歳出総

額１６億５，７８１万２，０８５円となっており、３，５７０万８，３９０円

の赤字決算となっております。 

 次に、意見書の４１ページお開け願います。 

 国民健康保険特別会計につきましては、昨年度に引き続き、本年度につきま

しても赤字決算となっており、３，５７０万８，３９０円の翌年度歳入繰入充

用金を行い、歳入不足を補塡しております。国民健康保険特別会計においては、

急激な高齢化の進行や医療技術の高度化により、医療費が増加する傾向であり、

国保財政運営は改善されない状況にあります。国民健康保険事業につきまして

は、平成３０年度から県が財政運営の責任主体となっており、制度変更に伴う

影響額を適切に把握するとともに、保険給付費、療養諸費、高額療養費は、令

和元年度に比べ６，９９１万５，８７５円、５．８％の減となっているものの、

引き続き医療費抑制のために適正な対応が必要であります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計の決算でございますが、審査意見書中３９ペ

ージにあるとおり、歳入総額１億９，０７９万５５７円に対して歳出総額１億

８，４６９万２，８０７円となっており、５３８万６，７５０円の黒字決算と

なっております。しかしながら、この特別会計も今後の急激な高齢者の増加な

どを考えると、引き続き適正かつ効率的な運営の努力をお願いいたします。 

 最後に、４４ページをお開け願います。 

 基金についてでございます。 

 国民健康保険給付費支払準備基金は、本町の国民健康保険事業の円滑な運営

に期するため、昭和５７年６月に設置されたもので、基金は毎年国民健康保険

特別会計において見込まれる剰余金のうちから、予算の定めるところにより積

み立てられるものでありますが、令和２年度につきましても赤字決算であり、
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令和２年度末現在は１万円となっております。 

 以上、令和２年度大木町特別会計歳入歳出決算審査の結果をご報告いたしま

す。ありがとうございました。 

 

議長  代表監査委員の報告を終わります。 

 これより安藤代表監査委員の報告に対する質疑を行います。質疑ありません

か。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 安藤代表監査委員、ありがとうございました。 

 お諮りいたします。議案第３５号、議案第３６号については、第２決算審査

特別委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３５号令和２年度大木町

国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第３６号令和２年度

大木町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、第２決算審査

特別委員会に付託することに決定しました。 

 日程第６、議案第３７号令和２年度大木町水道事業会計剰余金の処分及び決

算の認定についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 
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境町長  議案第３７号令和２年度大木町水道事業会計剰余金の処分及び決算

の認定についての提案理由を申し上げます。 

 令和２年度の収益的収支では、総収益２億３，８３３万６，０００円に対し

総費用２億１，１７３万３，０００円となり、効率的経営に努めた結果、収益

的収支では２，６６０万３，０００円の純利益を計上しております。 

 また、建設改良事業におきましては、配水管路耐震化事業を実施し、計画的

かつ効率的な更新に取り組んでおります。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決賜

りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。荒巻建設水道課長。 

 

建設水道課長  議案第３７号令和２年度大木町水道事業会計剰余金の処分及

び決算の認定について説明いたします。 

 本日お配りしましたＡ４判横書き、令和２年度大木町水道事業決算の概要を

説明用として作成しておりますので、こちらで説明をさせていただきます。 

 １ページをお願いします。 

 （１）水道供給の状況、表１、配水量及び施設利用状況をご覧ください。 

 ②令和２年度の年間総配水量は１．８６ポイント増の１２０万７，５７６立

方メートル、⑤年間総有収水量は３．３９ポイント増の１１５万８，５８６立

方メートルとなり、⑦の有収水量、配水量に対する有収水量の割合でございま

すけれども、９５．９％、対前年比１．４ポイントの増となっております。有
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収率は１００％に近いほど収益に反映されると言えますので、類似団体の平均

８６．１４％と比較すると高い水準にあります。⑩負荷率、こちらは水道施設

の稼働効率でございますけれども、こちらにつきましても同様、類似団体と比

較すると高い水準となっております。 

 ２ページをお願いします。 

 （２）決算の状況、表２、収益的収支の状況をご覧ください。 

 令和２年度の事業収益計（Ａ）２億３，８３３万６，３０２円に対しまして、

事業費用計（Ｂ）２億１，１７３万３，６７１円となり、差引き２，６６０万

２，６３１円が令和２年度の純利益となっております。新型コロナウイルス感

染症拡大による巣籠もり需要で水道使用量が増えていると考えられる一方で、

小石原川ダムの供用開始に伴い、福岡県南水道企業団、こちらの受水費が増加

しております。 

 ３ページをお願いします。 

 ②資本的収支の状況、表３をご覧ください。 

 執行額、資本的収入（Ａ）につきましては１億７，８０５万５，０２５円に

対しまして、資本的支出計（Ｂ）、こちら２億５，２９７万１，２０６円で、

差引き７，４９１万６，１８１円の不足が生じております。 

 ４ページをお願いします。 

 ③補塡財源の内訳、表４をご覧ください。 

 先ほど説明いたしました財源不足につきましては、減債積立金１，４４１万

７，５８０円、建設改良積立金８，０００万円を充て、さらに過年度分損益勘

定留保資金から４９万８，６０１円で全額補塡しております。補塡財源の残高

は、右側、表５、下段のとおり、令和２年度末で９億７，６６２万２，１８８

円となっております。 
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 （３）利益剰余金の処分についてをご覧ください。 

 前年度未処分利益剰余金１４万７，０７６円、当該年度純利益２，６６０万

２，６３１円の合計２，６７４万９，７０７円は、減債積立金に２，０００万

円、建設改良積立金に６７０万積立てし、残額４万９，７０７円は繰越利益剰

余金として繰り越す予定です。減債積立金及び建設改良積立金の処分につきま

しては、先ほど利益剰余金の処分について説明したとおりで、合計７，４４１

万７，５８０円を自己資金に組み入れる予定です。 

 （４）第１期配水管路耐震化事業をご覧ください。 

 表６、令和２年度第１期配水管路耐震化事業の執行内容をご覧ください。 

 令和２年度は、３路線、総延長約２．９キロメートルの工事を実施し、執行

額は２億７４９万４，５７６円、執行累計額は１３億８，９２８万３８３円と

なり、８３．６％の執行率となっており、未執行分につきましては翌年度分に

執行することとしております。 

 令和２年度の大木町水道事業会計決算書につきましては、お目通しをいただ

き、ご審議賜りますようお願いいたします。 

 以上で、議案第３７号令和２年度大木町水道事業会計剰余金の処分及び決算

の認定について説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 
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 これより代表監査委員の決算審査に関する報告を求めます。安藤代表監査委

員。 

 

代表監査委員  お疲れさまです。 

 それでは、令和２年度大木町水道事業会計の決算審査の報告をさせていただ

きます。 

 決算審査意見書の４６ページをお開け願います。 

 審査についてでございますが、水道事業会計、１の審査対象につきましては、

（１）令和２年度大木町水道事業会計決算、（２）総勘定元帳、関係証書類。 

 ２の審査期間でございますけれども、令和３年８月１１日の１日限りでござ

います。 

 ３の決算審査に当たっては、次のことに重点を置いて決算審査を行いました。 

 （１）決算計数は正確であるか。（２）経営成績及び財政状況を適正に表示

しているか。（３）経営活動が経済性を発揮して行われているか。 

 ４の審査の結果でございますけれども、審査に付された決算報告書、財務諸

表、事業報告書及び附属明細書は、関係法令に準拠して作成されており、本年

度の経営成績及び本年度末現在の財政状況を適正に表示しているものと認めま

した。 

 次に、意見書の４７ページをお開け願いたいというふうに思います。 

 まず、配水状況でございますけれども、令和２年度につきましては、ここに

書いておりますように、年間配水量及び年間有水量につきましては、ここに表

示している数値のとおりでございますけれども、配水量に対する有水率は９５．

９％と、前年度より１．４％良化をしております。本町が経営する水道事業は、

地域住民の日常生活に密着したものであるため、今後も安全でおいしい水道水
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の安定供給と経営の健全化、効率化を図られることをお願いいたします。 

 次に、工事でございますけれども、水道加入伴う水道管新設及び改良工事の

４件の工事を施工しております。また、平成２７年度から、第１期配水管路耐

震化工事に着手しており、令和２年度は工事７件を発注しております。今後も

計画的で効率的な施工に努められるようお願いいたします。 

 水道事業は、平常時はもちろん、地震災害や水害などの非常時において、住

民の命をつなぐ非常に重要なライフラインの一つであると思っております。こ

れからも安定的かつ安全な水の供給、特に災害に強い水道事業の確立に努めて

いただくことをお願いして、令和２年度大木町水道事業会計歳入歳出決算審査

の報告をさせていただきます。 

 それと、意見書、総体的な意見でございますけれども、最後に意見書の５８

ページ、５９ページに結びとして、総体的なことを書かせていただいておりま

すので、お目通しをお願いいたします。 

 この中でも、特に令和３年度からは大木町自治総合計画がスタートすること

になっております。この計画は、人口減少や少子高齢化の進行に直面しながら

も新しい町民ニーズに対応しつつ、地域と自治体の自立と自治を目指すための

行政経営、地域経営の最上位の指示書として、各種個別の活動事業とそれらを

担保する中期財政計画からなっております。令和９年度までという中期的な行

政行動の指針と計画を策定したことは、当然意義あることであり、着実に実施

し、正確に積み上げてもらうことはもちろん大事でございますが、今後、財政

的な目標を達成するため、行政活動に不断の、そして聖域なき見直しを敢行し、

常に目標達成までの進捗を把握しながら、活動計画のバージョンアップをし続

けることこそ最重視してもらうようお願いいたします。 

 前述した全国の自治体が抱える人口減少や少子高齢化といった問題はもちろ
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ん、いまだ収束を見ないコロナ禍における経済の低迷、自然災害の頻発など予

測しない事態により、本町を取り巻く環境は一層厳しくなってきております。

そのような状況下でも、職員一人一人が自分の担うべき役割を十分に認識し、

コスト意識を常に持ちつつ、最少の経費で最大の効果を得る方策を模索し、全

庁一丸となって自治総合計画が目指すまちづくりの実現に全力で取り組まれる

ことを切望して、監査委員報告とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

 

議長  代表監査委員の報告を終わります。 

 これより代表監査委員の報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 安藤代表監査委員、ありがとうございました。 

 お諮りいたします。議案第３７号については、第１決算審査特別委員会に付

託したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３７号令和２年度大木町

水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定については、第１決算審査特別委員

会に付託することに決定しました。 

 暫時休憩いたします。再開を１６時とさせていただきます。 
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休憩    １５時４７分 

再開    １６時００分 

 

 

議長  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第７、議案第３８号令和３年度大木町一般会計補正予算（第４号）につ

いてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第３８号令和３年度大木町一般会計補正予算（第４号）につい

ての提案理由を申し上げます。 

 本案の内容につきましては、令和３年度大木町一般会計予算に歳入歳出それ

ぞれ２億４，８５７万３，０００円を追加し、それぞれの合計を６４億４，１

３３万８，０００円として計上するものでございます。 

 その主なものといたしましては、歳入では、地域生活支援事業国庫及び県補

助金計１４８万円、保育所等整備交付金１億５，６９５万円、福岡県宿泊税交

付金５０万円、夢あふれるまちづくり基金繰入金６０万円、前年度繰越金８，

８７２万３，０００円。 

 また、歳出では、ペーパーレス会議システム導入委託料６１万６，０００円、

公共施設Ｗｉ－Ｆｉ化事業設備設置工事３９０万円、国保特別会計事務費繰出

金２７２万円、障害者地域生活支援事業委託料１９７万４，０００円、保育所

施設改修事業施設整備補助金２億３，５４２万５，０００円、新型コロナウイ
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ルス予防接種事業推進委託料４４２万円、新規就農者育成支援事業助成金６０

万円、住宅改修補助金５０万円、テニスコート用地購入費１，１２０万円、職

員人件費総額７９１万８，０００円の減額となっております。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決賜

りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。 

 まず、歳出について順次説明を願います。池末総務課長。 

 

総務課長  予算書の１１、１２ページをお願いいたします。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会共通費４４万５，０００円の補正をお願

いしております。内容につきましては、職員人件費において、人事異動に伴い、

職員手当の扶養手当２１万円、期末手当７万５，０００円、退職手当組合負担

金１４万９，０００円と、共済費、職員共済組合負担金１万１，０００円を計

上しております。 

 なお、今回の補正予算につきましては、行政組織の機構改革と職員の人事異

動、育休等に伴う人件費の補正ほか、会計年度任用職員の人件費にかかる補正

などをそれぞれの該当費目で計上しており、一般会計においては７９１万８，

０００円の減額補正となっております。 

 以下、人件費につきましては説明を省略させていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、２目公共施設等施設運営費２７万３，０００

円の補正をお願いしております。内容につきましては、右側説明欄の事業で説

明いたします。庁舎等管理事業において、需用費、修繕料として同額を計上し
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ておりますが、庁舎非常用発電蓄電池の触媒栓が悪くなっているため、蓄電池

の交換が必要となりますので、その費用をお願いするものです。また、災害用

給電システム設置事業においては、電気自動車購入に伴う環境省補助金４２万

円が見込まれますので、財源内訳補正を行うものです。 

 ４目組織力強化費３０万円の補正をお願いしております。右側説明欄にあり

ます組織管理運営事業において、役務費、通信運搬費として、同額を計上して

おりますが、これは庁舎を含めた公共施設７施設のＷｉ－Ｆｉ化に伴いプロバ

イダー契約が必要で、光回線使用料として、その費用をお願いするものです。 

 ５目人員管理費８万６，０００円の補正をお願いしております。次のページ

をお願いします。右側説明欄にあります職員採用事業において、負担金、職員

採用試験負担金として同額を計上しておりますが、これは本年度職員採用試験

を２回、本年１０月採用と、来年４月採用を実施することとなり、受験者数と

予算不足が生じるため補正をお願いするものです。 

 ７目情報システム強化推進費６１万６，０００円の補正をお願いしておりま

す。右側説明欄にあります情報処理事業において、ペーパーレス会議システム

導入委託料として同額を計上しております。議会及び庁舎会議時にタブレット

端末にて会議できるようペーパーレス会議システムを導入するため補正をお願

いするものです。 

 なお、システムにつきましては、ペーパーレス会議用として評価の高いスマ

ートディスカッションソフトを利用することを予定とし、１１月以降、５か月

分の利用料３６万３，０００円と、システム導入初期費用３万３，０００円、

研修会を含む諸経費２２万円の合計を予算計上いたしております。 

 以上でございます。 
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まちづくり課長  １２目誘客推進費３３万８，０００円の補正をお願いして

おります。説明欄、超小型ＥＶ導入事業において、超小型ＥＶ６台分に対して、

当初予定しておりました町村会の自動車任意保険では特定の方が運転する車両

をカバーできないことが判明したことから、民間の任意保険で対応するため、

３３万８，０００円の追加費用として計上をしております。 

 それから続きまして、１４目地域資源開発費８２万５，０００円の減額補正

を計上しております。まち歩き事業において、今年度大莞校区で予定しており

ましたさるこいフェスタが、新型コロナウイルス感染拡大防止により中止した

ため、全額を減額するものです。 

 以上です。 

 

総務課長  １９目交通情報ネットワーク費３９０万円の補正をお願いしてお

ります。右側説明欄にあります公共施設Ｗｉ－Ｆｉ化事業において、工事費、

公共施設Ｗｉ－Ｆｉ設備設置工事費として同額を計上しておりますが、これは

情報社会に対応したネットワーク化の推進のため、公共施設のＷｉ－Ｆｉ化を

図るもので、６施設、図書・情報センター、総合体育館、大溝・木佐木・大莞

コミセン、それから健康福祉棟の設置と工事費をお願いするものです。 

 以上でございます。 

 

健康福祉課長  １５ページをお願いします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１７、１８ページをお願いいたします。４目

国民健康保険費２７２万円の補正を計上しております。説明欄、国民健康保険

費特別会計繰出金事業、同額で、国民健康保険費特別会計への事務費繰出金と

して、職員の人件費分でございます。 
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 ８目生活自立支援費１９８万１，０００円の補正を計上しております。説明

欄、障害者地域生活支援事業、同額です。役務費、通信運搬費として７，００

０円で、成年後見制度利用支援事業の対象者が増えたことにより、その申請に

必要な切手代２件分を計上するものでございます。委託料、地域生活支援事業

委託料として１９７万４，０００円でございます。訪問入浴サービスの利用者

が増えたことによるものです。 

 以上でございます。 

 

こども未来副課長  ２項児童福祉費、４目子育て環境整備費２億３，５４２

万５，０００円の補正をお願いしております。右側説明欄の保育所施設改修事

業は同額でございます。社会福祉法人三島保育園の老朽化した保育園施設改修

を実施するための費用として、国に対し保育所等整備交付金申請の協議を行っ

てまいりましたが、このたび、８月に内示があったことから、今回、保育所等

整備交付金の交付額１億５，６９５万円と交付基準に基づく町が負担すべき７，

８４７万５，０００円を合わせた２億３，５４２万５，０００円を三島保育園

に対し補助するためにお願いするものでございます。 

 なお、財源につきましては、国からの保育所等整備交付金１億５，６９５万

円を当該事業に充てております。また、今回、三島保育園の園舎改築工事の概

要を机のほうに置いておりますので、お目通しのほうをお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

健康福祉課長  ４款衛生費、１項保健衛生費、１９ページ、２０ページをお

願いいたします。３目健康増進事業費４６３万４，０００円の補正を計上して

おります。説明欄、健康診査・健康づくり推進事業１万４，０００円で、役務
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費、通信運搬費でございます。昨年度、新型コロナウイルス感染症の影響で、

検診控えによる検診の受診率減少が全国的に報告されております。昨年度の国

の補助事業である２０歳の乳がん及び４０歳の子宮がんの検診対象者のうち、

未受診者に対し今年度の事業に追加できる旨の通知があり、その対象者に受診

勧奨を行うための通知代を計上するものです。説明欄、新型コロナウイルス感

染症対策事業費４６２万円の補正でございます。令和３年９月までに必要な新

型コロナウイルス予防接種体制確保事業予算を計上しておりました。１０月以

降も接種を実施するため、必要な予算を計上するものです。役務費、手数料で

２０万円でございます。町外の医療機関で予防接種をした場合の医療機関が接

種費用を請求する際に、町が国保連合会に支払う審査支払手数料です。委託料

４４２万円でございます。１０月以降の接種体制確保事業委託料として、問合

せコールセンター等の委託料でございます。 

 以上でございます。 

 

産業振興課長  ６款農林水産業費、１項農業費、３目道の駅おおき活性化事

業費、説明欄のとおり、道の駅おおき周辺施設更新整備事業の財源内訳の補正

でございます。１９ページの補正額の財源内訳のとおり、基金繰入金を減額し、

同額を福岡県宿泊税交付金に財源を補正するものでございます。 

 ５目地域農業振興費で２７万６，０００円の補正をお願いしております。次

のページをお開きください。２２ページ、説明欄に記載しております農業労働

力確保緊急対策事業費補助金２４万７，０００円は、帰国困難となった外国人

技能実習生等の在留資格を変更または更新するために必要な申請手数料、在留

資格の変更または更新に伴う掛かり増し賃金を助成する県の事業で、菌茸類の

生産法人１社より本事業の申請要望を受け、補正予算を計上するものでござい
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ます。次に、園芸品目生産緊急支援事業２万９，０００円は、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により、価格低迷の影響を受けた野菜等の園芸品目を作付す

る農業者に対し、次の作付に必要な種苗費、生産資材費に要する経費の負担軽

減を行う県の補助事業で、青ネギ農家１経営体より本事業の申請要望を受け補

正予算を計上するものでございます。 

 ６目担い手支援事業費で６０万円の補正をお願いしております。説明欄に記

載しております新規就農者育成支援事業助成金６０万円は、大木町夢あふれる

まちづくり基金を活用し、新規就農者の教育研修機関、先進農家等も含みます

が、そこに対して研修にかかる費用等の一部を助成することを目的に、農業次

世代人材投資資金準備型、これ国庫事業でございますが、その研修生の育成支

援を行っております大木町新規就農者育成支援協議会を通して助成する体系的

な計画をつくりまして、新たに予算を計上しているものでございます。 

 ７款商工費、１項商工費、２目商工振興費で５０万円をお願いしております。

説明欄に記載しております住宅改修補助金５０万円は、地域経済の活性化と、

居住環境の向上、移住定住促進を目的に実施しております事業において、当初

見込んでおりました申請件数等より多くの申請や本事業の相談を受けており、

事業を円滑に推進するため、補正予算をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

 

総務課長  ９款消防費、１項消防費、１目消防体制充実費マイナス５５４万

６，０００円の減額補正を計上しております。次のページをお願いします。右

側説明欄にあります消防活動事業において、旅費、費用弁償から備品購入費ま

で県ポンプ操法大会出場に係る経費でございましたが、新型コロナウイルス感

染予防対策のため、９月に開催予定だった大会が中止となったため、経費全額
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を減額するものです。 

 以上でございます。 

 

まちづくり課長  ２５、２６ページをお願いいたします。 

 ５項保健体育費、２目保健体育施設運営費１，１２１万３，０００円の補正

をお願いしております。説明欄、運動公園等保健体育施設管理運営事業におい

てテニスコート用地購入費１，１２０万円は、現在、借地で使用しております

テニスコート用地９８９平米を購入する費用です。次に、保健体育施設改修事

業において確認完了検査申請手数料１万３，０００円は、みんなの広場トイレ

設置工事において、くみ取り便槽から合併処理浄化槽へ変更したことにより、

床面積の増加に伴い、確認申請手数料及び完了検査申請手数料の増額分となり

ます。 

 以上です。 

 

議長  以上で、歳出に関する所管課長の説明を終わります。 

 続きまして、歳入について説明を願います。野田まちづくり課長。 

 

まちづくり課長  続いて、歳入予算補正についてご説明いたします。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、５節地域生活

支援事業費等補助金９８万７，０００円は、訪問入浴サービスに係る補助金と

なります。１８節保育所等整備交付金１億５，６９５万円は、歳出で説明いた

しました三島保育園の建て替えに係る補助金です。 

 １５款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金、８節地域生活支援事
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業費等補助金４９万３，０００円は、訪問入浴サービスに係る補助金です。 

 ５目商工費県補助金５０万円は、福岡県宿泊税交付金として町が実施する観

光振興施策への財政的支援として交付されるものです。 

 １８款繰入金、２項基金繰入金、３目大木町夢あふれるまちづくり基金繰入

金６０万円は、歳出で説明いたしました農業担い手支援事業に充当するもので

す。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金８，８７２万３，０００円の補正で

す。財源調整のため前年度繰越金を計上しております。 

 以上で、議案第３８号令和３年度大木町一般会計補正予算（第４号）につい

ての説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  １２ページですけれども、公共施設等施設運営費の庁舎等管

理事業ですか、これ修繕費ということで、蓄電池の修繕というお話だったです

けれども、設置年度というか、どれくらい使用していて、どのような修理が必

要なのか教えていただきたいと思います。 

 

議長  答弁を許します。池末総務課長。 

 

総務課長  先ほど説明しましたように、非常用の蓄電池のバッテリーの触媒

栓という部分が悪くなっているということで、蓄電池そのものを交換しなけれ

ばならないだろうということで、その費用が２７万３，０００円ほどかかりま
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す。本来、この蓄電池については、以前の交換は平成２６年に行っておりまし

た。通常大体５年から７年、それぐらいでは交換が必要ということで、今回、

平成２６年ですので大体もう７年経過しておりますので、交換の時期かという

ことで交換をさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

 

議長  ２番、よろしいですか。続けて。２番、野口裕子議員。 

 

野口裕子議員  もう一点ですけれども、１４ページの職員採用事業ですけれ

ども１０月に採用される。今年度、毎年ですかね、近頃やっているかと思いま

すけれども、その１０月採用の意義、そこを教えていただきたいと思います。 

 

議長  答弁を許します。池末総務課長。 

 

総務課長  野口議員のご質問にお答えいたします。 

 職員採用につきましては、本来、その年度で大体退職の見込み、そういう方

の数を踏まえて、来年４月の採用予定として募集を行い、試験を行いますが、

昨年度は１０月に統一試験を行っておりますが、採用合格者側のうち辞退が出

たりとかしましたので、本年４月のスタートでは、予定する職員数に欠員が生

じたということがございましたので、１０月採用ということで７月に試験をさ

せていただいたという次第でございます。 

 以上でございます。 

 

議長  よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。１１番、小畠裕司議員。 
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小畠裕司議員  ３点ほどあるんですけれども、まず１点目、１４ページの中

で公共施設Ｗｉ－Ｆｉがあると思うんですが、これ今お聞きしたところ、コミ

センとかいろんなところに、公共施設のところにＷｉ－Ｆｉを整備するという

ことだったんですが、非常時の災害のときの避難場所になるかと思いますので、

これフリーＷｉ－Ｆｉになるのか、切替えが効くのか、そこまでお考えになっ

ていらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

 １点ずつでいいですか。 

 

議長  はい。 

 それでは、答弁を許します。池末総務課長。 

 

総務課長  小畠議員のご質問にお答えいたします。 

 今回、公共施設にＷｉ－Ｆｉ化を予定しているのは、庁舎と子育て交流セン

ターについては、３月の補正で既に予算を計上させていただいて工事を行うよ

うにしております。これに加えて、公共施設、今回、６施設追加をさせていた

だきますが、こちらの施設を含めて、庁舎のほうでＷｉ－Ｆｉについては管理

を行うようなシステムを導入し、通常時については無料のフリーＷｉ－Ｆｉで

はないんですけれども、一定、ＩＤ、パスワードは必要になるかと思います。

そういった設定をした後のＷｉ－Ｆｉになるということで、ただ、ご意見あり

ましたように、各施設においては、非常時については避難所になる可能性もご

ざいますので、災害時においてはこのＷｉ－Ｆｉについては、管理システムか

ら、災害用についてはオープンにし、フリーに、Ｗｉ－Ｆｉ化するようなシス

テムにできるということで、そのような予定で工事をさせていただきます。 
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 以上でございます。 

 

議長  次に、１１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  それともう一つ、２２ページの中で、住宅改修の補助金がま

た補正予算で５０万ほど出てきております。令和２年の決算報告を見てみます

と、２３９万２，０００円ほどの実績があります。これ、おととしもたしか２

００万の減額、当初始めるときには３００万の当初予算でなっていたかと思う

んですけれども、ここ二、三年、２００万という金額になってきているんです

よね。商工業の地域経済の発展のためと、あと移住定住をもし目的とするんで

あれば、当初予算から３００万組むべきではないのかなという気がしています。

補正で細々出すんじゃなくて、当初予算から３００万ぽんと出して減額したほ

うが、何かいいのかなという気がしてならないんですけれども、その辺のお考

えをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

議長  答弁を許します。広松産業振興課長。 

 

産業振興課長  小畠議員のご質問にお答えいたします。 

 住宅改修事業につきましては、令和２年度の決算自体は２３０万程度という

ことで、主要な施策の成果も書かせていただいておりますけれども、この５年

間の平均を取りましても大体２５０万円前後の決算額となっておりましたので、

当初予算につきましてはその額に合わさせていただきまして、必要に応じてち

ょっと補正のほうを組ませていただいているというところでございます。 

 答弁は以上でございます。 
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議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  平均を取って実行されていることはよく分かりましたけれど

も、やっぱり移住定住のアピールのためには、電話で聞いて、もう予算があま

りありませんよというような言い方よりは、潤沢な予算を取っていますよと、

ですからどうぞ移住定住されてリフォームをやってくださいというふうな方向

性のほうがいいのではないかと考えております。ご検討していただければと思

います。 

 続けてよろしいでしょうか。 

 

議長  はい。 

 

小畠裕司議員  １８ページの、今度、保育所の施設の改修事業費ということ

で三島保育園の改修補助金というのが出てきております。これは町長がお進め

になっていらっしゃいますグリーン事業、ゼロカーボン事業、当然、屋根の上

には太陽光発電が乗っかってくるんだろうなと。町からの予算も７，８００万

ほど出していますので、当然、その町からの補助金を含めてでも、補助金を出

してでも、その屋根に太陽光発電をされるんだろうなと思っておりますが、い

かがでしょうか。 

 

議長  答弁を許します。境町長。 

 

境町長  小畠議員のご質問にお答えいたします。 
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 非常に重要なというか、貴重なご指摘をいただきまして、ありがとうござい

ます。 

 結論から言うと、今回の場合は対応できなかったということで大変申し訳な

く思っております。脱炭素社会を進めていくためには、当然、公共施設であっ

たり、民間の住宅であったり、いろんな施設の脱炭素を積み上げていくという

ことが当然必要になってくるわけでありまして、議員ご指摘のように、こうい

う形で新築をされるということであれば、ＺＥＢ化であるとか、そういうこと

について当然ご相談すべきだったというふうに思いますけれども、ただ今回の

場合はちょっと計画もかなり前からされてあったという状況もございまして、

間に合わなかったというようなことでございます。 

 ただ、そういう形で脱炭素対応、ＺＥＢ化なりをしていただく場合は、何ら

かのやっぱりそれに対する助成措置というか、インセンティブも必要かなと思

っていますし、そのための財源をどうするかということも課題になってまいり

ます。そういうことも含めて、こういう取組、いろいろこれから脱炭素を進め

ていくわけですけれども、財源を含めてどういうふうな形で対応していくのか

ということを、早急に具体化していかなければならないと。 

 特に今、脱炭素先行地域ということで国のほうも力を入れてやられていまし

て、そういう場合の脱炭素を進めるための交付金とかも、集中的にそういう地

域に配分されるというお話も伺っていますので、そういうところと組み合わせ

て仕組みづくりをやっていくということになるのかなというところで今考えて

いるところであります。 

 いずれにしましても、議員ご指摘のとおり、こういう機会を捉えて一つ一つ

積み上げていくということは非常に重要なことであるということであります。

貴重なご指摘、本当にありがとうございます。今後しっかり進めていきたいと
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思います。 

 以上でございます。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  間に合わなかったというのは、ちょっとあまり言い訳になら

ないのかなという気がしております。どんな設計か、ちょっと全員協議会のと

ころで設計図とかを見せさせていただきました。確かに太陽光発電をつけると

いうのは非常に難しいのかもしれません。ただ、庁舎につけるのではなくて、

恐らく駐車場なり何なりもできるかと思います。じゃ、別棟で建ててもいいん

じゃないかと。せんだってから、マイクログリッドの素案とか、いろんなもの

を町長のほうからお示ししていただきました。田んぼの上にも太陽光発電をつ

けて、太陽の光をシェアしようとかいう発案も結構出てきたかと思うんです。

だから、庁舎に間に合わなければ、じゃ、駐車場とか、保護者の駐車場とか、

職員の駐車場もありますので、それを屋根代わりにした太陽光発電でもできな

いのかと。そこに蓄電池を含めたところでできないのかと。 

 今後、ほぼ民間施設ではなくて、半分公共施設のような感じになりますので、

恐らく避難所とかいう選定も出てくるんじゃないかと思うんです。非常用電源

の設備も要るかと思いますので、利活用とすれば非常に重要なポイントになる

かと思います。町から７，８００万も出すのであれば、個人的には、あと１，

０００万足してでも太陽光発電をつけてグリーン化してくれというふうに推し

進められてもいいんじゃないかと思うんです。まだこれ着工していないかと思

うんですけれども、今からでも設計変更なり何なりご相談されるべきではない

でしょうか。よろしくお願いします。 
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議長  答弁を許します。境町長。 

 

境町長  今からでもできないかということでございます。議員ご指摘のとお

り、進めるべきところでは確かにあるというふうに思っています。設計につい

ては、もう完全に終わられて着工寸前ということでありますので、そこら辺の

変更について、どこまでご相談できるかという問題もありますし、あと、こう

いう保育園等の施設については、当然、将来的に避難所とか、そういうところ

での活用、特に園児が昼間いるときに災害が起こるということも当然あり得る

わけですから、そういうような対応をご相談していく上で、今後、そういう災

害時の対応もできるような形の太陽光の設置であるとか、蓄電池の設置である

とか、そういう後からの事業も含めてちょっと考えさせていただきたいという

ふうに思っています。 

 町の補助金を今現時点で幾らかでも積み上げてやるというところは今のとこ

ろ考えていません。ただ、今後どういうふうにしていくかということについて

は、少し検討させていただきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

 

議長  １１番、小畠裕司議員。 

 

小畠裕司議員  以前、このマイクログリッドなりゼロカーボンの説明が、た

しか町長、副町長がされてあったかと思います。民間の屋根を借りてという発

案を説明されたかと思います。新築で建つ半公共工事みたいなやつでそれがで

きないんであれば、民間の協力というのはもうほとんどできないとしか、私考
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えられないんです。補助金も出して太陽光発電つけとらんねと。民間の会社か

らすれば、何の補助金ももらわんのに屋根を貸してという話になっちゃうんで

すよね。これはやっぱりちょっと不公平過ぎなんじゃないかと思っております。

これでゼロカーボングリッドを進めていく、脱炭素社会を進めていく、それは

ちょっとやっぱり無理があるんじゃないかなと。やはり、ある一定の、今から

でも全然遅くないと思うんですよ。しっかりと進めていかなければ、これは民

間の大木町の町民の方に理解を得るのは非常に難しいんではないかと考えてい

るところです。よろしくお願いします。 

 

議長  答弁求めますか。 

 

小畠裕司議員  お願いします。 

 

議長  答弁を許します。境町長。 

 

境町長  ちょっと私も、直接今、この建設の状況、設計の状況、そういうと

ころについて、具体的に担当から聞いているわけでもありませんし、直接、保

育園の運営の理事長あたりにお話をしているわけでも何でもありませんので、

ちょっと今の段階での状況をお話をしたという段階であります。 

 議員ご指摘のとおり、そういう形でのご協力をいただけるかどうかというの

は、こちらのほうの考え方なり、あと支援の仕方とかも含めて、ちょっと話は

ぜひさせていただきたいというふうに思っています。そのときに、改めて補助

金を増やすという話になるのか、どうなるのか、そこら辺については少し具体

的に話をさせていただいて、検討させていただいた上で、方向性を出させてい
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ただきたいというふうに。今、だから、補助するからつけてもらうとか、そう

いう話はできませんので、そういう話はとにかくさせていただきたいというふ

うに思います。どうもありがとうございます。 

 

議長  よろしいですか。ほかに質疑ございますか。 

 

    質疑なし 

 

議長  これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第３８号については、会議規則第３８条第３項の規

定によって委員会の付託を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３８号については委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 
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議長  ご異議なしと認めます。 

 この採決は起立によって行います。日程第７、議案第３８号令和３年度大木

町一般会計補正予算（第４号）については、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第３８号本案については原案のとお

り可決されました。 

 暫時休憩いたします。 

 

 

休憩      時  分 

再開      時  分 

 

 

議長  再開いたします。 

 日程第８、議案第３９号令和３年度大木町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第３９号令和３年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）についての提案理由を申し上げます。 
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 本案の内容につきましては、歳入歳出それぞれの総額に２７２万円を追加し、

それぞれの合計を１８億３，５５５万４，０００円として計上するものでござ

います。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決賜

りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。田中健康福祉課長。 

 

健康福祉課長  議案第３９号令和３年度大木町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）についてご説明申し上げます。 

 １１ページ、１２ページをお願いいたします。 

 歳出よりご説明申し上げます。 

 歳出は、職員の人事異動による人件費に係るものです。１款総務費、１項総

務管理費、１目一般管理費２７２万円の補正でございます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 続いて、歳入のご説明を申し上げます。 

 ６款繰入金、１項１目一般会計繰入金、補正額として２７２万円の補正でご

ざいます。歳出で説明いたしました人件費の補正に伴うものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。議案第３９号について質疑ありませんか。 
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    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第３９号については委員会の付託を省略したいと思

います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第３９号については委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。この採決は起立によって行います。日程第８、

議案第３９号令和３年度大木町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いては、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 
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議長  起立多数です。したがって、議案第３９号本案については原案のとお

り可決されました。 

 日程第９、議案第４０号令和３年度大木町水道事業会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。境町長。 

 

境町長  議案第４０号令和３年度大木町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついての提案理由を申し上げます。 

 本案の内容につきましては、資本的収入を１，１００万円増額し、資本的収

入の計を１億５，４３５万３，０００円とするものでございます。また、資本

的支出を３，７００万円増額し、資本的支出の計を２億６，０５９万８，００

０円として計上するものでございます。 

 詳細につきましては担当課長に説明させますので、ご審議いただき、議決賜

りますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明を所管課長に求めます。荒巻建設水道課長。 

 

建設水道課長  それでは、議案第４０号令和３年度大木町水道事業会計補正

予算（第１号）について説明いたします。 

 本案は、福岡県南筑後県土整備事務所が実施しております主要地方道久留米

柳川線、大溝駅交差点の改良工事に伴い、本町が行っております配水管路耐震

化事業の効率化及び維持管理の軽減を図るため、その歩道部に配水管の設置の
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工事を実施するものであります。 

 補正予算（第１号）１ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出、第２条令和３年度大木町水道事業会計予算第４条に定

めた収益的収入及び支出の予定額につきまして補正するものです。 

 第１款資本的収入につきまして１，１００万円を増額し、１億５，４３５万

３，０００円に改めようとするものです。その内訳といたしまして、第１項負

担金は同額で、福岡県からの移設補償金でございます。 

 第１款資本的支出につきましては３，７００万円を増額し、２億６，０５９

万８，０００円に改めようとするものです。その内訳といたしまして、第３項

配水管路耐震化事業費は同額で、工事請負費でございます。 

 資本的収入額が資本的支出額に対し不足する１億６２４万５，０００円は、

減債積立金１，５６８万９，０００円、建設改良積立金２，０００万円、過年

度分損益勘定留保資金２，６００万円増の７，０５５万６，０００円で補塡し

ようとするものです。 

 以上で、議案第４０号令和３年度大木町水道事業会計補正予算（第１号）に

ついての説明を終わります。 

 

議長  所管課長の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。議案第４０号については委員会の付託を省略したいと思
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います。これにご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、議案第４０号については委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 この採決は起立によって行います。日程第９、議案第４０号令和３年度大木

町水道事業会計補正予算（第１号）については、原案のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 

 

議長  起立多数です。したがって、議案第４０号本案については原案のとお

り可決されました。 
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 日程第１０、議案第４１号大木町監査委員の選任についてを議題といたしま

す。 

 本案につきましては、提案されております本人が議場におられますので、地

方自治法第１１７条の規定により、菰方英二議員の退席をお願いいたします。 

 それでは、職員をして議案を朗読いたさせます。事務局長。 

 

事務局長  議案第４１号大木町監査委員の選任について、次の者を大木町監

査委員に選任することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

９６条第１項の規定により、議会の同意を求める。令和３年９月９日提出。大

木町長、境公雄。 

 住所、大木町大字前牟田７７８番地１。 

 氏名、菰方英二（６９歳）。 

 以上です。 

 

議長  職員の朗読を終わります。提出者から提案理由の説明を求めます。境

町長。 

 

境町長  議案第４１号大木町監査委員の選任についての提案理由を申し上げ

ます。 

 本案は、大木町監査委員条例第２条の規定に基づき、議員のうちから選任す

る監査委員の古賀知文氏が令和３年９月９日をもって辞任されたことから、新

たに菰方英二氏を同委員に選任いたしたく、地方自治法第１９６条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 よろしくご審議いただき、ご同意賜りますようお願い申し上げまして、提案
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理由といたします。 

 

議長  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 詳細にわたる説明は、提出者からなされましたので省略いたします。 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

    質疑なし 

 

議長  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

    討論なし 

 

議長  討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。採決を行いたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。 

 この採決は起立によって行います。日程第１０、議案第４１号大木町監査委

員の選任については、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

 

    起立多数 
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議長  起立多数です。したがって、議案第４１号本案については原案のとお

り同意することに決定しました。 

 では、菰方議員、入場をお願いいたします。 

 それでは、菰方議員にお伝えをいたします。 

 議案第４１号大木町監査委員の選任については、原案に議会が同意されまし

たので、本人より挨拶をお願いしたいと思います。どうぞ。 

 

菰方英二議員  ただいま大木町議選監査委員に選任されました菰方英二でご

ざいます。何分不慣れではございますが、監査委員として職責を果たしていけ

るよう一生懸命頑張りたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

議長  ありがとうございました。 

 それでは、お諮りいたします。本日の会議はこれにて延会したいと思います。

これにご異議ありませんか。 

 

    異議なし 

 

議長  ご異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて延会することに

決定しました。 

 本日はこれにて延会します。次回は明日９月１０日午前９時３０分にお願い

いたします。お疲れさまでした。 
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延会    １６時５０分 

 


